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新地町告示第４号

令和４年第２回新地町議会定例会を次のとおり招集する。

令和４年２月１５日

新地町長 大 堀 武

１ 期 日 令和４年３月４日

２ 場 所 新地町議会議事堂
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〇 応 招 ・ 不 応 招 議 員

応招議員（１２名）

１番 藤 田 修 議員 ２番 寺 島 博 文 議員

３番 齋 藤 充 明 議員 ４番 水 戸 洋 一 議員

５番 八 巻 秀 行 議員 ６番 吉 田 博 議員

７番 寺 島 浩 文 議員 ８番 目 黒 靜 雄 議員

９番 菊 地 正 文 議員 １０番 井 上 和 文 議員

１１番 三 宅 信 幸 議員 １２番 遠 藤 満 議員

不応招議員（なし）



第 ２ 回 定 例 町 議 会

（第 １ 号）
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令和４年第２回新地町議会定例会

議 事 日 程 （第１号）

令和４年３月４日（金曜日）午前１０時開会

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定

第 ３ 諸般の報告

第 ４ 陳情等の報告

第 ５ 常任委員会所管事務調査の報告

第 ６ 議案の報告上程

第 ７ 提案者の説明

第 ８ 諮問第 ３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

第 ９ 議案第 ５号 新地町固定資産評価審査委員会委員の選任について

第１０ 議案第２２号 令和４年度新地町一般会計予算について

議案第２３号 令和４年度新地町国民健康保険特別会計予算について

議案第２４号 令和４年度新地町介護保険特別会計予算について

議案第２５号 令和４年度新地町後期高齢者医療特別会計予算について

議案第２６号 令和４年度新地町公共下水道事業特別会計予算について

議案第２７号 令和４年度新地町農業集落排水事業特別会計予算について

議案第２８号 令和４年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計予算について
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出席議員（１２名）

１番 藤 田 修 議員 ２番 寺 島 博 文 議員

３番 齋 藤 充 明 議員 ４番 水 戸 洋 一 議員

５番 八 巻 秀 行 議員 ６番 吉 田 博 議員

７番 寺 島 浩 文 議員 ８番 目 黒 靜 雄 議員

９番 菊 地 正 文 議員 １０番 井 上 和 文 議員

１１番 三 宅 信 幸 議員 １２番 遠 藤 満 議員

欠席議員（なし）

地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名

町 長 大 堀 武

副 町 長 岡 崎 利 光

教 育 長 佐 々 木 孝 司

企画振興課長 小 野 和 彦

税 務 課 長 佐 藤 茂 文

町 民 課 長 大 堀 勝 文

健康福祉課長 菅 野 正 浩

農林水産課長
兼農業委員会 岡 田 健 一
事 務 局 長

建 設 課 長 小 野 好 生

都市計画課長 加 藤 伸 二

教育総務課長 目 黒 佳 子

職務のための議場出席者

事 務 局 長 佐 藤 武 志

書 記 菅 野 智 佳

書 記 岡 田 義 仁
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午前１０時００分 開 会

◎開会の宣告

〇 ただいまから令和４年第２回新地町議会定例会を開会します。遠藤 満議長

泉田晴平総務課長は、忌引のため欠席届がありましたので、ご報告します。

◎開議の宣告

〇 これから本日の会議を開きます。遠藤 満議長

ただいま出席している議員は12名であります。

◎議事日程の報告

〇 次に、本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。遠藤 満議長

◎会議録署名議員の指名

〇 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。遠藤 満議長

会議録署名議員は会議規則第127条の規定によって、

９番 菊 地 正 文 議員及び

10番 井 上 和 文 議員

を指名いたします。

◎会期の決定

〇 日程第２、会期の決定の件を議題とします。遠藤 満議長

お諮りします。本定例会の会期は、議会運営委員会で慎重に審査の結果、本日から３月18日まで

の15日間にしたいと思います。ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、本定例会の会期は本日から３月18日までの15日間に決定しました。

◎諸般の報告

〇 日程第３、諸般の報告については事務局長から報告させます。遠藤 満議長

佐藤武志事務局長。

〇 ご報告申し上げます。佐藤武志事務局長

議会閉会中の動向につきましては、諸般の報告その２として、印刷してお手元に配付をいたして

おります。

令和４年３月定例会
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令和４年３月定例会

、 、 、次に 監査の結果の受理でありますが 一般会計及び特別会計の例月出納検査が令和３年11月分

12月分及び令和４年１月分の審査結果の提出がありましたので、印刷してお手元に配付をいたして

おります。

次に、町長より提出されました議案等の受理でありますが、諮問第３号及び議案第５号から議案

第28号までの25件が提出されております。

次に、一般質問の通告の受理でありますが、議席番号２番、寺島博文議員をはじめ、６名の議員

から11件の通告がありましたので、これらは執行機関に送付をいたしております。

以上であります。

◎陳情等の報告

〇 日程第４、陳情等の報告を行います。遠藤 満議長

今期定例会までに受理した陳情は１件で、陳情第１号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を

、 、 。求める意見書の提出を求める陳情書については 総務文教常任委員会に付託したので 報告します

、 。 、 、次に 要望書について報告します 今回受理した要望書は１件で 新地町旅館組合からの要望書

持続ある経営のためには、印刷してお手元に配付しております。

◎常任委員会所管事務調査の報告

〇 日程第５、常任委員会所管事務調査の報告については、総務文教、産業厚生の各常遠藤 満議長

任委員会委員長から、所管事務調査の報告書が提出されておりますので、印刷してお手元に配付し

ております。

◎議案の報告上程

〇 日程第６、議案の報告上程については、町長から提出された諮問第３号及び議案第遠藤 満議長

５号から議案第28号までの25件を上程します。

◎提案者の説明

〇 日程第７、町長に提案理由の説明を求めます。遠藤 満議長

大堀武町長。

〔大堀 武町長登壇〕

〇 皆さん、おはようございます。本日ここに、令和４年第２回新地町議会定例会を招大堀 武町長

集いたしましたところ、議員の皆様には、お忙しい中ご出席をいただきまして、誠にありがとうご

ざいます。

初めに、新型コロナウイルス感染症につきましては、全国的な感染拡大に伴い、３月１日現在で
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31の都道府県がまん延防止等重点措置の対象となっており、福島県においても、独自の非常事態宣

、 。 、言が発令され ３月６日まで県内全域がまん延防止等重点措置の適用となっております 当町では

本年に入り新たに29名の方の感染が確認されました。町民の皆さまには、改めて、マスク着用や手

洗い、３密の回避など基本的な感染対策の徹底に加えて、大人数・長時間の飲食や県をまたぐ不要

不急の移動を控えることなどを、防災行政無線や町ホームページで周知し、感染拡大防止に努めて

いるところであります。

３月11日に執り行う、東日本大震災 新地町 追悼式につきましては、新型コロナウイルス感染

症対策を講じながら、規模を縮小して開催することとし、ご来賓は、各団体の代表者とさせていた

だきますので、併せてご理解を賜りますようお願い申し上げます。

さて、本定例会には、別添附議事件でお示しをいたしましたとおり、人権擁護委員の推薦につき

意見を求めることについてなど、25件の議案等について、ご提案いたしております。

議案の説明に先立ち、行政の報告を申し上げます。

初めに、総務課関係について申し上げます。

本年１月９日に行われた、令和４年新地町消防出初め式では、功労者の表彰をはじめ、消防関係

者やご来賓の皆様と地域の安全・安心を守る決意と、１年間の無火災と無災害を誓い合ったところ

であります。また、３月１日から７日まで春季全国火災予防運動の期間ではありましたが、３月２

日夕方に新地町杉目地内において、林野火災が発生したことから、消防団員による町内火災予防広

報を行い、火災発生の防止を啓発してまいります。

２月14日には、災害時におけるレンタル機材の提供に関する協定を株式会社アクティオと締結し

ました。災害発生時、または発生のおそれがある場合、優先的に機材の提供を受けるものでありま

す。また、本日は日産自動車株式会社、福島日産自動車株式会社、日産プリンス福島販売株式会社

と電気自動車を活用した脱炭素化及び強靭化に関する連携協定の締結を予定しております。電気自

、 、 、 、動車の普及や脱炭素化の推進 そして 災害による停電が発生した際 電気自動車を電力源として

避難所等で継続して電力が供給できるものであります。

人事関係につきましては、令和４年度の職員採用は、事務職１名、技術職１名、保育士２名、任

期つきの指導主事１名の採用を決定しましたので、ご報告いたします。

次に、企画振興課関係について申し上げます。

昨年12月15日に開催したまちづくり懇談会は、各行政区や各地区の役員の皆さんなど、約100名

のご参加をいただきました。

、 、懇談会では 第６次新地町総合計画など町の主要事業について各課から説明させていただいた後

町政全般についてご意見をいただき、大変有意義な懇談会を行うことができました。懇談会でいた

だいたご意見等につきましては、関係課等において充分検討し、これからのまちづくりに生かして

まいります。

令和４年３月定例会
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町内の観光地を巡る、交通手段の一つとして準備を進めてきた、レンタサイクル事業につきまし

ては、新地駅前の観光協会観光案内所において、昨年12月24日からレンタサイクルの貸出しを開始

しております。

新地駅周辺拡大区域内の商業施設の整備につきましては、２月３日に相双五城信用組合と基本協

定の締結を行いました。本年９月の店舗開店に向け整備が進められます。

次に、税務課関係について申し上げます。

２月16日より、令和４年度の町県民税の申告を、新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、

役場申告会場において実施しており、課税客体の把握と適正な賦課資料の収集に努めております。

次に、町民課関係について申し上げます。

令和３年12月10日から令和４年１月７日まで年末年始における地域安全運動・交通事故防止県民

総ぐるみ運動を展開し、各種団体のご協力をいただき、事件事故防止等に努めました。

保育所関係では、２月５日に新地保育所が予定していた保育所発表会は、県全域にまん延防止等

重点措置が適用されたことから、３月５日に延期したところであります。

また、福田保育所改築につきましては、３月３日に竣工式を行い、３月７日から、新施設におい

て子どもたちの受入れを開始し、年長児の満了式を迎える予定であります。今後も、安心・安全な

保育所運営に努めてまいります。

生活環境関係では、光陽クリーンセンターから排出される、焼却灰の新地町分を、いわき市内の

事業者に委託処理するため、１月13日から搬出を開始しております。

昨年２月に発生した福島県沖地震による災害廃棄物処理事業につきましては、被災家屋の解体事

業を本年２月末に完了したところであり、解体による発生材は、随時、各処分施設に搬出するなど

の処理を行っております。

次に、健康福祉課関係について申し上げます。

、 、新型コロナワクチン接種につきましては ３回目のワクチン接種希望者への集団接種を医療機関

医療従事者等の協力の下、65歳以上の方、基礎疾患のある方、60歳から64歳までの方について２月

８日から３月２日まで、保健センター・改善センターで実施いたしました。１月に実施した医療従

事者や高齢者施設での接種も含め、3,829人の方が接種を行っております。

18歳から59歳までの方につきましては、３月17日から接種を開始し、希望する18歳以上の全ての

方の３回目の集団接種を、３月24日に完了する予定であります。

５歳から11歳までの方の１・２回目の接種につきましては、現在意向調査を行っており、ワクチ

ンの供給状況を見ながら、希望者がすみやかに接種できるよう準備を進めてまいります。

また、１月４日には、福島県と新型コロナウイルス感染症の自宅療養者に係る事業連携に関する

覚書を締結し、療養期間における必要かつ、きめ細かな支援を福島県と連携して実施してまいりま

す。
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次に、農林水産課関係について申し上げます。

稲作農家の、令和４年産作付に向けた生産意欲の維持・向上を図るため、水稲種苗費等購入経費

の助成を、２月から受付を開始しております。

令和４年産の主食用米の生産につきましては、国の主食用米生産数量配分が廃止されましたが、

需要に応じた米生産を実現するため、県で設定した生産数量目安を参考に、新地町地域農業再生協

、 、 、 。議会では 令和４年産米について 430ヘクタールとして 水稲農家に通知したところであります

農業振興対策としまして、経営所得安定対策、水田活用の直接支払い交付金、各種補助事業等に

取り組み、農業振興を図ってまいりました。

また、原発事故による食の安全・安心及び風評被害対策として、農林水産物の放射線検査を今年

度は19件実施しております。

、 、梅やイチジク等ではセシウムは不検出となっておりますが 出荷制限となっている野生キノコは

基準値を超えております。

農作物に対する有害鳥獣の被害対策につきましては、今年度の電気柵補助が10件、有害鳥獣捕獲

隊によるイノシシの捕獲が227頭となっております。引き続き、農作物の被害防止に努めてまいり

ます。

漁業関係につきましては、昨年２月に発生した福島県沖地震による、漁業共同利用施設荷捌き施

設の復旧工事を12月に発注しており、年度内の完了に向け工事を進めております。

災害復旧関係につきましては、昨年２月に発生した福島県沖地震による、農業用施設災害復旧工

事７箇所が完了しております。残りの１箇所についても、令和４年度の作付に支障のないよう工事

を進めてまいります。

次に、建設課関係について申し上げます。

道路関係では、昨年２月に発生した福島県沖地震による被災箇所につきましては鋭意復旧工事を

行っておりますが、時間の経過とともにくぼみの進行などが確認されている箇所もありますので、

状況を見ながら今後も引き続き工事を進めてまいります。

また、昨年４月14日に発生した、国道113号土砂崩れに伴う法面復旧工事は、12月８日福島県に

より本工事が発注されましたので併せてご報告申し上げます。

交通安全対策事業として進めております、駒ケ嶺停車場高田線及び駒ケ嶺新地線富倉工区の歩道

設置事業につきましては、それぞれ一部区間の工事を発注したところであります。

釣師防災緑地公園では、新型コロナウイルス感染症対策の徹底とともに、公園施設の一部の使用

を制限するなど、感染対策を講じながら運営を行っております。昨年12月には、震災直後から被災

地にクリスマスをとどけようという活動を行っている、歌手大島花子さんの母校の生徒さんとその

ご父兄より、昨年に引き続き、手作りのマスクとクリスマス飾りが寄贈されました。マスクはクリ

スマスイベント期間中希望者に進呈をしております。

令和４年３月定例会



- 10 -

また、昨年６月５日より11月30日までの間、作品の募集をしておりました防災緑地をテーマとし

たフォトコンテストは、最優秀者１名と優秀賞１名、入賞２名が決定しております。なお、応募の

あった作品については、１月28日よりパークセンターにて展示をしておりますので、ご覧いただき

たいと思います。

次に、都市計画課関係について申し上げます。

昨年２月に発生した福島県沖地震による住宅応急修理及び非住家修繕・解体支援事業につきまし

ては、家屋等の修繕が終わっていない建物があることから、令和４年３月31日まで延長したところ

であります。

空家・空地バンクにつきましては、空き家１件の売買と、新たに空き家１件も登録されたところ

であります。町営住宅の募集につきましては、１月５日から２月２日まで募集を行い、２名の入居

が決定しました。また、建設から５年経過する、中島地区災害公営住宅の払下げを行うための希望

アンケートを実施したところであります。

、 、移住定住関係につきましては 12月19日に東京都で開催した福島くらし・しごとフェアに参加し

移住に係るＰＲや個別相談会を実施してきました。

都市計画決定業務につきましては、震災復興の整備が完了したため、これらに係る都市計画の変

更手続を行っており、住民説明会や都市計画審議会を経て、３月末の復興整備協議会に向けた作業

を進めているところであります。

公共下水道事業及び農業集落排水事業の災害復旧につきましては、鋭意工事を進めているところ

でありますが、各工区とも水道施設の支障物件や、舗装工事の追加等により、本議会に繰越明許の

予算計上を行ったところであります。

また、水洗化率向上に係る排水設備の接続が６件、合併浄化槽補助金は12件助成したところであ

ります。

次に、教育総務課関係について申し上げます。

今年度の各小学校の卒業生は、福田小学校９名、新地小学校29名、駒ケ嶺小学校26名の合計64名

となっております。尚英中学校の卒業生は75名で、うち70名が今月３日に県立高等学校前期選抜の

学力検査を受験しております。

生涯学習関係については、去る12月26日に文化交流センターにおいて、文化協会主催による子ど

も映画上映会を開催し、午前、午後の部合わせて、256名の親子の方々にご来場いただきました。

１月９日には令和４年新地町成人式を文化交流センターにて厳粛に開催し、大人の仲間入りをし

た成人者94名を祝福いたしました。

１月29日から30日に開催を予定した生涯学習フェスティバル2022は、新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため中止といたしました。また、新たに建設した駒ケ嶺公民館については、２月25日に

竣工式を行い、今月１日から運営を開始したところであります。
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昨年２月に発生した福島県沖地震に伴う施設災害復旧工事につきましては、学校施設及び各公民

館、柔剣道場、町民野球場、テニスコートは、工事が完了し運営を行っております。総合体育館及

び勤労青少年ホーム、新地町民プールは、今月末の完成に向けて工事を進めているところでありま

す。

次に、令和４年度の町政運営に臨むに当たり、基本的な考え方と主要な施策を申し上げます。

議会並びに町民の皆様の、より一層のご理解とご協力を賜りたいと存じます。

令和４年度は、引き続き新型コロナウイルス感染症対策や経済対策に最優先で取り組むほか、ア

フターコロナを見据え、デジタル化を積極的に進めていく必要があります。また、第６次新地町総

合計画に掲げる主要施策の推進に向け、戦略的に事業展開を図りながら、課題解決につなげていか

なければなりません。常に行政需要の変化を的確に捉えて、第６次新地町総合計画の諸施策を軌道

に乗せ、町政全般にわたる町民ニーズや課題を踏まえ、各事業の選択と集中を徹底し、限られた資

源を最大限有効に活用することで、中長期的な視野に立った財政運営を堅持しつつ、諸施策を積極

的に推進していく所存であります。

その中にあって、新地駅周辺拡大区域へのスーパー誘致は、まちづくりの観点から、生活者の利

便性、定住化、高齢化政策等に関連し、町民をはじめ、議員の方々からも強く要望をいただいてい

るところであり、鋭意努力し要望に応えられるよう、努力してまいりたいと考えております。

第６次新地町総合計画に掲げるまちづくりの目標ごとに分類した、令和４年度の主な事業は、快

適で活力あるまちづくりとして、移住定住支援事業や起業家支援補助金、鹿狼山周辺駐車場整備事

業、災害に強く安全安心なまちづくりとして、給水車・給水コンテナ購入事業や駒ケ嶺駅トイレ改

修事業、ふくしま森林再生事業、道路改良事業など、健康で元気なまちづくりとして、障害者自立

支援給付事業や高齢者見守り配食サービス事業など、未来につながるまちづくりとして、保育料軽

減助成金や奨学金返還支援助成事業、学校ＩＣＴ推進事業、文化芸術振興事業など、住民力を活か

すまちづくりとして、協働のまちづくり推進事業や新地町ＤＸ（デジタルトランスフォーメーショ

ン）推進計画策定など、少子高齢化をはじめ、人口減少、産業振興、災害対策、子育て教育環境の

充実など、様々な社会変化に対応するための事業を実施することで、子どもからお年寄りまで、誰

もが安心して暮らせるまちを築き上げてまいります。

本町は、町制施行50年が過ぎ、新たな一歩を踏み出しました。また、第６次新地町総合計画の２

年目を迎え、計画に沿った各種事業の遂行に向けて、その状況を把握し、的確に対応してまいりた

いと考えております。

新年度における各課の具体的な目標について申し上げます。

初めに、総務課関係について申し上げます。

第２期復興・創生期間における、着実な復興の推進と第６次新地町総合計画の目標達成に向け、

常に国や県の動向を注視し、必要な支援策の要請や各種制度を活用しながら行政課題に対応し、健
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全な財政運営に努めてまいります。

復興関連事業では、専門知識を有する職員の派遣を全国の自治体からの協力を得ながら事業推進

を図ってまいります。また、多様化する行政課題に対応するため、職員の研修・研さんを積極的に

進め、定員の適正化を図りながら、人材の確保と育成に努めてまいります。

近年、頻発する大雨・台風・地震などの大規模自然災害や事件・事故から町民生活を守るため、

日頃から関係機関や自主防災組織等と緊密に連携するとともに、防災資機材の点検・確保など、防

災意識を高く持ち、いざという場合に適切に対応できるよう備えてまいります。

次に、企画振興課関係について申し上げます。

企業誘致関係として、町民の皆様から要望の大きい新地駅周辺拡大区域への商業施設誘致や新地

駅東側区域への企業誘致に引き続き取り組んでまいります。

公共交通の充実については、のりあいタクシー“しんちゃんＧＯ”の見直しや新地インターチェ

ンジバスストップ高速バス路線のＰＲなどに努めてまいります。

交流人口の拡大については、昨年新地駅前にオープンした観光案内所による町内の観光資源を広

くＰＲしてまいります。

海釣り公園や釣師浜海水浴場、遊海しんちによる海の観光を実施していくとともに、震災後整備

した釣師防災緑地公園やパンプトラックコース、文化交流センターと山の観光である鹿狼山など、

既存の観光資源を活用した交流人口の拡大を図ってまいります。

また、老朽化しているＪＲ東日本駒ケ嶺駅前トイレについては、改修に向けてＪＲ東日本株式会

社と協議を進めてまいります。

次に、税務課関係について申し上げます。

新年度当初予算の町税総額は、19億4,189万5,000円で、前年度より１億5,976万5,000円の減額を

見込みました。

、 、 、内容といたしましては 新型コロナウイルス感染症の影響などにより 町民税で1,124万1,000円

固定資産税で償却資産の減価償却などにより１億5,141万6,000円の減額、軽自動車税で116万円、

町たばこ税で173万2,000円の増額を見込む内容となっております。

町税の賦課徴収につきましては、引き続き課税客体の把握と的確な課税資料の収集を行い、公平

公正な適正課税に努め、徴収率向上を図ってまいります。

次に、町民課関係について申し上げます。

保育所運営につきまして、核家族化、共働き世帯の増加などにより、３歳未満児の入所申込みが

増加傾向にあります。令和４年度当初では、284名が入所予定となっております。保育指針に沿っ

た指導計画と、町の保育方針である心身ともに健康でよく遊ぶ子どもを育成することを目指して、

保育の充実に努めてまいります。

また、保育所同時入所２人目以降の保育料無料化や、保育料の納入実績に応じた保育料軽減助成
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を引き続き行うとともに、保育利用料無償化に伴う副食費も町負担で実施し、保護者の費用負担軽

減を図ってまいります。さらには、保育士の確保による保育の充実や適正な施設の維持管理等、保

育環境の整備に努めてまいります。

児童館運営につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大予防に配慮しながら、子育て中の親

子が一緒に集い、親子や親同士の交流の場としてたんぽぽひろばの充実に努めるとともに、引き続

き利用者への子育て相談などサービス向上に努めてまいります。

放課後児童の健全育成のための児童クラブにつきましては、177名の申込みがあり、留守家庭等

の保護者のニーズに即した適切なサービスを提供するため、各小学校、児童館と連携しながら事業

内容の充実に取り組んでまいります。

防犯、交通安全対策につきましては、地域一丸となった防犯活動の強化と交通安全教室の開催な

ど、地域・関係機関団体と連携しながら、犯罪や交通事故の未然防止に努めるとともに、高齢者等

の運転免許証自主返納支援事業を継続して行ってまいります。

除染関係事業につきましては、除染対策交付金事業により四半期に１度、町内24箇所の継続モニ

タリングを行ってまいります。

町民の快適な生活環境を維持するため、各戸に配布した改訂版「ごみの分け方・出し方」の浸透

と、ごみ減量・リサイクルの推進を実施し循環型社会の形成と住民モラルの向上を図り、不法投棄

や廃棄物の適切な処理に努めてまいります。

消費者行政につきましては、無料法律相談所の設置による消費生活相談の機能強化、啓発活動に

取り組みます。また、広報、ホームページ、啓発冊子等で消費生活情報を提供してまいります。

次に、健康福祉課関係について申し上げます。

少子高齢化の進行や要介護者の増加、被災者の心と体のケア、健康への関心の高まりなど、保健

福祉に対するニーズが多様化する中、町民が住み慣れた地域で安心して健やかに暮らせるよう、保

健、医療、福祉の関係機関と緊密に連携を図り、保健福祉のサービス向上に努めてまいります。

独り暮らし高齢者の見守りと健康維持のため、これまで民生児童委員会の協力を得て実施してき

た配食サービス事業と、新型コロナウイルス対応配食サービス事業を引き続き行ってまいります。

各種健診事業については、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら実施し、疾病の早期発見

と予防対策に努めてまいります。また、一層の健康づくり意識高揚のため、受診勧奨の徹底や保健

指導の充実に取り組んでまいります。

介護予防事業として取組を進めているいきいき百歳体操につきましては、町内27の自主グループ

で約400名の方が毎週、最寄りの集会所などに集まり体操をしております。今後も地域で交流でき

る集いの場を広げるなど、地域の絆、支え合いの輪を大きくしていきたいと考えております。

新型コロナウイルス感染症対策につきましては、感染拡大を防止し、町民の生命及び健康を守る

ため、国、県、医療機関等と連携し、引き続き総力を挙げて取り組んでまいります。
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次に、農林水産課関係について申し上げます。

農政関係につきましては、経営所得安定対策及び各種補助事業を活用し、農家の経営安定に努め

るとともに、６次産業化や地産地消の取組、新規就農者や農業法人の設立支援などにより、広範な

担い手の育成につなげてまいります。

また、食の安心安全を図るため、自家消費等農林水産物の放射能検査を引き続き実施してまいり

ます。

農作物に対する有害鳥獣の被害対策につきましては、新地町有害鳥獣捕獲隊による捕獲や、電気

柵の補助など農作物の被害防止に努めてまいります。

漁業関係につきましては、操業に係るコスト低減や、鮮度保持機器導入等による高品質化などを

推進し、漁獲量拡大や漁業経営の安定化を図ります。また、風評被害の対策に努めてまいります。

農地整備関係につきましては、農業水路等長寿命化・防災減災事業による排水機場の更新や整備

、 。 、を進めるとともに 県事業として鴻ノ巣ダムの長寿命化の修繕工事を進めてまいります あわせて

多面的機能支払交付金により農地の維持活動を支援しながら、地域資源の適切な保全管理を推進し

てまいります。

林業関係につきましては、引き続き、ふくしま森林再生事業を活用し、森林の機能保全・景観保

全に努めてまいります。

次に、建設課関係について申し上げます。

道路関係につきましては、東北中央自動車道相馬福島道路が昨年の４月24日に全線開通し、利便

性が向上するとともに地域経済活性化に大きく寄与するものと期待しているところであります。

常磐自動車道４車線化につきましては、事業化された相馬新地間の早期完成と、事業化されてい

ない区間については早期事業化決定を、県と連携しながら要望してまいります。

県道金山新地停車場線につきましては、事業の再開について引き続き県に強く要望してまいりま

す。

町道関係につきましては、安全で安心な道路交通を確保するため適切な整備、維持管理に努める

とともに、特に緊急性の高い通学路を中心に、歩道の設置や歩道空間を確保するための安全施設整

備について重点的に取り組みます。

多発する豪雨災害につきましては、災害に強いまちづくりを進めるため、県河川については、河

川氾濫に対応した整備や河川内の堆砂や樹木の除去など適正な維持管理を要望してまいります。ま

た、町道や町管理河川についても、施設の適正な維持管理に努めるとともに内水氾濫対策を推進し

ます。

町内外から多くの利用をいただいている釣師防災緑地公園については、適正な管理運営に努める

とともに、ホームページやＳＮＳ、本年度作成したパンフレットなどを活用し、公園の魅力を発信

しながらイベントや施設の充実を図り、さらなる交流人口の拡大を目指してまいります。
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次に、都市計画課関係について申し上げます。

住宅関連事業につきましては、福田地区分譲地の残区画について分譲計画に基づき販売促進に向

けて広報等の情報発信強化に努めてまいります。あわせて、定住促進住宅の入居促進のため、広く

。 、 、情報発信を行ってまいります 移住定住につきましては 来てしんち住宅取得支援事業補助金など

建築に係る助成事業や移住支援事業を実施してまいります。住宅建築物耐震改修事業等につきまし

ても、耐震化促進のため、継続して事業を実施してまいります。

都市計画事業につきましては、用途地域見直しの検討を進め、景観保全や屋外広告物設置につい

ても適正化に努めてまいります。また、相馬地域開発記念緑地や新地駅周辺の緑地の維持管理に努

めてまいります。

下水道事業につきましては、公共下水道事業及び農業集落排水事業は処理施設機器等の修繕を行

い放流水質の安定を図り、併せて管路等の維持管理の適正化に努めてまいります。また水洗化率向

上のため、汚水処理接続の啓発及び合併浄化槽設置に係る助成を行ってまいります。

次に、教育総務課関係について申し上げます。

学校教育では、引き続き家庭・地域と連携しながら、ＩＣＴを活用し、学びの質を高めるなど考

える力の育成や表現力の向上、また情報モラル教育などに取り組み、社会を生き抜く力の醸成と確

かな学力の定着に努めてまいります。

児童生徒に対する心のケアについては、県の支援を受けて、スクールカウンセラーやスクールソ

ーシャルワーカーを配置し、不登校生徒への対応としては、尚英中学校にスペシャルサポートルー

ムを設置して担当教諭を配置するなど、きめ細やかな指導に継続して取り組んでまいります。生涯

学習の推進につきましては、引き続き公民館各種教室や講座を開催するとともに、生涯学習を行う

団体に対して活動支援を行います。

文化・スポーツの推進につきましても、文化協会や体育協会、総合型地域スポーツクラブ、スポ

ーツ少年団などの団体と連携を図り、各種事業を推進するとともに、全ての町民が気軽に文化活動

やスポーツを楽しめる環境整備に取り組んでまいります。

図書館事業につきましては、町民の読書活動の推進を図るため、利用者のニーズに応えた図書を

はじめ資料の充実に努めます。

また、各ボランティア団体や各小中学校と連携し、読み聞かせなど各種事業を実施してまいりま

す。

続きまして、本日提案しました議案等についてご説明申し上げます。

初めに、諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつきましては、人権擁護委

員１名が令和４年６月30日で任期が満了となることから、新地町駒ケ嶺字新町59番地、渡部啓子氏

を引き続き、適任者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意

見を求めるものであります。
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次に、議案第５号 新地町固定資産評価審査委員会委員の選任につきましては、委員会委員のう

ち１名が、令和４年３月31日で任期が満了となることから、新地町杉目字清水109番地の30、川上

さとみ氏を、適任者として選任したいので、地方税法第423条第３項の規定により、議会の同意を

求めるものであります。

次に、議案第６号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につきましては、福島県人事

委員会勧告により、福島県が通勤手当の限度額を改正することに伴い、所要の改正を行うものであ

ります。

次に、議案第７号 新地町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につきましては、地方税法

の一部改正に伴い、未就学児に係る国民健康保険税の被保険者均等割額を軽減するため、所要の改

正を行うものであります。

なお、本改正条例は、国民健康保険事業の運営に関する協議会の答申を受けて、ご提案いたして

おります。

次に、議案第８号 新地町東日本大震災等による被災者に対する国民健康保険税及び介護保険料

の減免に関する条例の一部を改正する条例につきましては、原子力災害対策措置法による避難等を

した世帯に係る国民健康保険税及び介護保険料の減免期間を、令和４年度分まで延長を行うため、

所要の改正を行うものであります。

なお、本改正条例は、国民健康保険事業の運営に関する協議会及び介護保険運営協議会の答申を

受けて、ご提案いたしております。

次に、議案第９号 新地町立小学校及び中学校条例の一部を改正する条例につきましては、学校

教育法の一部改正等に伴い、所要の改正を行うものであります。

次に、議案第10号 公の施設の指定管理者の指定につきましては、新地町海釣り公園の適正な維

持管理及び運営を行う指定管理者として、新地町観光協会を指定するため、議会の議決を求めるも

のであります。

次に、議案第11号 新地町特定環境保全公共下水道新地処理区災害復旧工事（１工区）請負変更

契約、議案第12号 新地町特定環境保全公共下水道新地処理区災害復旧工事（２工区）請負変更契

約、及び、議案第13号 新地町特定環境保全公共下水道新地処理区災害復旧工事（３工区）請負変

更契約につきましては、舗装工の設計変更により、請負金額の増額変更をするため、地方自治法第

96条第１項第５号及び、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の

規定により議会の議決を求めるものであります。

次に、議案第14号 新地町総合公園（総合体育館・テニスコート）災害復旧工事請負変更契約に

つきましては、外壁工及び内装工の設計変更により、請負金額の増額変更をするため、地方自治法

第96条第１項第５号及び、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条

の規定により議会の議決を求めるものであります。

令和４年３月定例会
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次に、議案第15号 令和３年度新地町一般会計補正予算（第８号）につきましては、歳入歳出そ

れぞれ５億6,600万円を減額し、歳入歳出それぞれ82億3,400万円とするものであります。

本補正予算は、令和３年度の整理予算となりますので、各費目での執行状況の精査を行い、所要

の調整を行ったところであります。

歳入補正では、町税2,648万7,000円を増額し、地方交付税で1,772万8,000円、災害廃棄物処理事

業費国庫補助金などの国庫支出金１億4,178万2,000円、災害救助費等負担金などの県支出金２億

286万4,000円、財政調整基金繰入金などの繰入金１億5,828万2,000円、みらいを描く市町村等支援

事業助成金などの諸収入729万1,000円、一般単独事業債などの町債5,410万円を減額するものであ

ります。

、 、 、歳出補正では 総務費で2,991万5,000円を減額するもので 協働のまちづくり推進事業263万円

定住促進住宅取得支援事業1,440万円の減額となっております。

民生費では556万7,000円の減額で、国民健康保険特別会計への繰出金681万5,000円、障害福祉サ

ービス費等900万円などを増額し、地方公務員共済費921万円、福田保育所整備工事680万円などを

減額しております。

衛生費では、２億4,254万円の減額で、主なものとしては相馬市への過年度焼却灰負担金1,146万

円を増額し、災害廃棄物処理業務２億5,000万円などを減額しております。

農林水産業費では、765万8,000円の減額で、農業集落排水事業特別会計への繰出金で1,741万

9,000円増額し、ふくしま森林再生事業森林整備業務1,375万円などを減額しております。

商工費では、過年度歳入返還金で195万3,000円増額し、遊海しんち補助金650万円を減額してお

ります。

土木費では、１億4,945万2,000円の減額で、主なものでは復興交付金の返還金8,870万8,000円、

町営住宅維持管理基金積立金6,946万7,000円増額し、応急修理の修繕費１億5,000万円、屋根耐風

改修事業補助金3,146万4,000円、応急修理支援事業補助金4,000万円を減額しております。

教育費では4,853万5,000円の減額で 奨学資金貸付金300万円 駒ケ嶺公民館施設整備工事2,400万、 、

円を減額しております。

、 、 、災害復旧費では7,150万円の減額で 農業用施設災害復旧費700万円 住宅災害復旧費2,450万円

公園施設災害復旧費1,200万円、社会教育施設災害復旧費2,800万円などを減額しております。

また、11事業の繰越明許費、２事業の地方債補正を計上しております。

、 （ ） 、次に 議案第16号 令和３年度新地町国民健康保険特別会計補正予算 第３号 につきましては

歳入補正において、他会計繰入金と基金繰入金間で681万5,000円の組替えを行うものであります。

なお、本補正予算は、国民健康保険事業運営に関する協議会の答申を受けて、ご提案いたしてお

ります。

次に、議案第17号 令和３年度新地町介護保険特別会計補正予算（第２号）につきましては、歳
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、 。入歳出それぞれ2,450万円を減額し 歳入歳出それぞれ８億3,889万1,000円とするものであります

歳入補正では、介護保険料で544万円、国庫支出金で486万9,000円、支払基金交付金で661万

5,000円、県支出金451万3,000円、繰入金306万3,000円を減額しております。

、 、 。歳出補正では 保険給付費で2,650万円を減額し 地域支援事業費で200万円を増額するものです

なお、本補正予算は、介護保険運営協議会の答申を受けて、ご提案いたしております。

次に、議案第18号 令和３年度新地町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につきまして

は、歳入歳出それぞれ630万8,000円を増額し、歳入歳出それぞれ１億7,809万6,000円とするもので

あります。

歳入補正では、一般会計繰入金で630万8,000円を増額し、歳出補正では、後期高齢者医療広域連

合納付金で同額を増額するものです。

次に、議案第19号 令和３年度新地町公共下水道事業特別会計補正予算（第５号）につきまして

は、歳入補正において、他会計繰入金で600万円、町債で１億1,220万円をそれぞれ増額し、国庫補

助金で１億1,820万円を減額する組替え予算となります。

また、２事業の繰越明許費、１事業の地方債補正を計上しております。

次に、議案第20号 令和３年度新地町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）につきまし

、 、 、 、ては 歳入補正において 他会計繰入金で1,741万9,000円を増額し 国庫補助金で1,311万9,000円

町債で430万円をそれぞれ減額する組替え予算となります。

また、１事業の繰越明許費、１事業の地方債補正を計上しております。

次に、議案第21号 令和３年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計補正予算（第３号）につ

きましては、歳出補正において、整備事業費と予備費間で1,389万2,000円の組替えを行うものであ

ります。

次に 議案第22号 令和４年度新地町一般会計予算につきましては 歳入歳出それぞれ51億800万、 、

円とするもので、前年度の当初予算と比較しますと、７億4,500万円が減額となります。

歳入の主な前年比較では、地方消費税交付金800万円、建物売払収入などの財産収入で8,125万

9,000円、ふるさと寄附金などの寄附金800万円、財政調整基金繰入金などの繰入金で２億8,755万

7,000円の増加となっており、町税で１億5,976万5,000円、地方交付税は震災復興特別交付税で３

億1,777万8,000円、社会資本整備総合交付金などで国庫支出金２億5,717万5,000円、県支出金

6,088万円、諸収入9,115万1,000円、町債２億4,500万円が減少となっております。

歳出では、人件費などの義務的経費が21億7,740万8,000円、駒ケ嶺駅トイレ建築工事や社会資本

整備総合交付金事業の町道整備事業などで投資的経費が３億3,413万5,000円、鹿狼山駐車場整備設

計費や参議院議員通常選挙費などでその他の経費が25億9,645万7,000円となっております。

また、新型コロナウイルス対策関連では、新型コロナワクチン接種事業184万4,000円、新型コロ

ナワクチン感染症対策事業など4,775万5,000円を計上したところであります。
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次に、議案第23号 令和４年度新地町国民健康保険特別会計予算につきましては、歳入歳出それ

ぞれ８億8,000万円とするもので、前年度当初予算と比較して、1,200万円の減少となりました。

東日本大震災における原子力災害の被害により避難した被保険者の減免の延長と一部負担金の免

除を延長する措置を行っております。

歳入の主な前年比較では、繰入金が290万3,000円増加し、国民健康保険税35万8,000円、国庫支

出金53万7,000円、県支出金1,400万8,000円が減少しております。

歳出の前年比較では総務費が165万7,000円増加し、一般被保険者療養給付費などで保険給付費

481万円、国民健康保険事業費納付金が884万7,000円減少しております。

なお、本予算は、国民健康保険事業運営に関する協議会の答申を受けて、ご提案いたしておりま

す。

次に、議案第24号 令和４年度新地町介護保険特別会計予算につきましては、歳入歳出それぞれ

８億3,070万円とするもので、前年度当初予算と比較して30万円の減少となりました。

東日本大震災における原子力災害の被災者に対する減免と利用者負担額の免除を延長する措置を

行っております。

歳入の主な前年比較では、保険料で239万円、支払基金交付金で９万円、県支出金で５万2,000円

増加し、国庫支出金26万9,000円、繰入金256万3,000円が減少しております。

歳出では 保険給付費が97万5,000円増加し 総務費で63万6,000円 地域支援事業費63万9,000円、 、 、

が減少しております。

なお、本予算は、介護保険運営協議会の答申を受けて、ご提案いたしております。

次に、議案第25号 令和４年度新地町後期高齢者医療特別会計予算につきましては、歳入歳出そ

れぞれ１億8,379万円とするもので、前年度当初予算と比較し1,209万円の増加となりました。

歳入の主な前年比較では、後期高齢者医療保険料で298万1,000円、繰入金で865万円、諸収入は

健診受託事業収入で45万9,000円増加しております。

歳出の主な前年比較では、総務費で34万2,000円、広域連合納付金で1,130万7,000円、保健事業

で44万1,000円増加しております。

次に、議案第26号 令和４年度新地町公共下水道事業特別会計予算につきましては、歳入歳出そ

れぞれ２億5,440万円とするもので、前年度当初予算と比較し590万円の増加となりました。

歳入の主な前年比較では、使用料及び手数料で１万3,000円、繰入金で83万4,000円、国庫支出金

で505万2,000円が増加となりました。

歳出の主な前年比較では、下水道総務費が192万4,000円、下水道維持費が479万9,000円増加し、

下水道事業費が26万円、公債費が56万3,000円減少となりました。

下水道施設を適切に管理し、生活環境の維持に努めてまいります。

次に、議案第27号 令和４年度新地町農業集落排水事業特別会計予算につきましては、歳入歳出
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それぞれ、5,600万円とするもので、前年度当初予算と比較し50万円の減少となりました。

歳入の主な前年比較では、使用料及び手数料が60万9,000円増加し、繰入金が110万9,000円減少

となりました。

歳出の主な前年比較では、下水道総務費が５万4,000円、下水道事業費が41万7,000円増加し、下

水道維持費が85万4,000円、公債費が11万7,000円減少となりました。

公共下水道事業と同様に、施設の適切な管理に努めてまいります。

次に、議案第28号 令和４年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計予算につきましては、歳

、 。入歳出それぞれ7,430万円とするもので 前年度当初予算と比較し１億540万円の減少となりました

歳入の主な前年比較では、繰入金が4,868万3,000円増加し、繰越金が１億5,408万3,000円減少と

なりました。

歳出の主な前年比較では、総務費で6,000円増加し、公債費で8,278万7,000円、予備費が2,261万

9,000円減少となりました。

以上、提出いたしました議案について、ご説明申し上げましたのでよろしくご審議の上、御議決

を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。よろしくお願いいたします。

〇 提案理由の説明が終わりました。遠藤 満議長

ここで、暫時休憩をいたします。

午前１１時１４分 休 憩

午前１１時３５分 再 開

〇 では、再開いたします。遠藤 満議長

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎諮問第３号の質疑、採決

〇 日程第８、諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを議遠藤 満議長

題とします。

本件について意見を求めます。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 意見がなければ、適任と認めて答申したいと思います。ご異議ありませんか。遠藤 満議長

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについては、適任と認め

て答申することに決定いたしました。
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◎議案第５号の質疑、採決

〇 日程第９、議案第５号 新地町固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題遠藤 満議長

とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから議案第５号についてを採決します。

この採決は無記名投票により行います。

議場の出入口を閉鎖させます。

〔議場閉鎖〕

〇 ただいまの出席議員数は、議長を除いて11名であります。遠藤 満議長

次に、立会人を指名します。会議規則第32条第２項の規定によって、立会人に２番、寺島博文議

員及び３番、齋藤充明議員を指名いたします。

投票用紙を配付させます。

〔投票用紙配付〕

〇 念のため申し上げます。本案に同意することについて賛成の方は賛成と、反対の方遠藤 満議長

は反対と記載願います。

投票用紙の配付漏れはありませんか。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 配付漏れなしと認めます。遠藤 満議長

投票箱を点検させます。

〔投票箱点検〕

〇 異状なしと認めます。遠藤 満議長

ただいまから投票を行います。

事務局長が議席番号と氏名を読み上げますので、順次投票願います。

〔投 票〕

〇 投票漏れはありませんか。遠藤 満議長

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 投票漏れなしと認めます。遠藤 満議長

投票を終わります。

。 、 、 。開票を行います ２番 寺島博文議員及び３番 齋藤充明議員の開票立会いをお願いいたします

〔開 票〕

〇 投票の結果を報告します。遠藤 満議長
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投票総数 １１票

有効投票 １１票

無効投票 ゼロ票

有効投票のうち

賛 成 １１票

反 対 ゼロ票

以上のとおり全員賛成であります。

したがって、議案第５号 新地町固定資産評価審査委員会委員の選任については、同意すること

に決定しました。

議場の出入口を開きます。

〔議場開鎖〕

◎予算審査特別委員会の設置

〇 日程第10、議案第22号 令和４年度新地町一般会計予算について、議案第23号 令遠藤 満議長

和４年度新地町国民健康保険特別会計予算について、議案第24号 令和４年度新地町介護保険特別

会計予算について、議案第25号 令和４年度新地町後期高齢者医療特別会計予算について、議案第

26号 令和４年度新地町公共下水道事業特別会計予算について、議案第27号 令和４年度新地町農

業集落排水事業特別会計予算について及び議案第28号 令和４年度新地町新地南工業団地整備事業

特別会計予算についての７件を一括議題とします。

お諮りします。議案第22号から議案第28号までの令和４年度予算７件については、予算審査特別

委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第22号から議案第28号までの令和４年度予算７件については、予算審査特別委

員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。

お諮りします。ただいま設置された予算審査特別委員会の委員の選任については、委員会条例第

、 。 。６条第４項の規定によって 議長を除く11名の議員を指名したいと思います ご異議ありませんか

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、予算審査特別委員会の委員は、議長を除く11名の議員を選任することに決定しまし

た。

◎予算審査特別委員会正副委員長の選任
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〇 次に、予算審査特別委員会の正副委員長の選任についてお諮りします。遠藤 満議長

本特別委員会の正副委員長の選任については、議会運営委員会で協議の結果、予算審査特別委員

会委員長に水戸洋一議員、同じく副委員長に７番、寺島浩文議員を指名したいと思います。ご異議

ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、予算審査特別委員会委員長に水戸洋一議員、同じく副委員長に７番、寺島浩文議員

を選任することに決定いたしました。

ここで予算審査特別委員会委員長に挨拶を求めます。

水戸洋一予算審査特別委員会委員長。

〔水戸洋一予算審査特別委員会委員長登壇〕

〇 ただいま議長から指名を受けました予算審査特別委員会委員水戸洋一予算審査特別委員会委員長

、 。 、 、長 水戸洋一であります 寺島浩文副委員長と力を合わせながら運営 進行したいと思いますので

各委員の皆様、執行部の皆様の特段のご高配を賜りながらよろしくお願いいたします。

◎散会の宣告

〇 以上で本日の日程は全て終了しました。遠藤 満議長

本日はこれで散会いたします。

大変ご苦労さまでございました。

午前１１時５２分 散 会
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令和４年第２回新地町議会定例会

議 事 日 程 （第２号）

令和４年３月１６日（水曜日）午前１０時開議

第 １ 一般質問

２ 番 寺 島 博 文 議員

１．観光行政について

２．交通安全について

６ 番 吉 田 博 議員

１．人口減少の対策について

３ 番 齋 藤 充 明 議員

１．町文化振興基本計画の策定について

２．駒ケ嶺工業用地について

３．駒ケ嶺駅前のトイレ整備について

７ 番 寺 島 浩 文 議員

１．交流人口の受け入れ態勢強化を
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午前１０時００分 開 議

◎開議の宣告

〇 これから本日の会議を開きます。遠藤 満議長

ただいま出席している議員は12名であります。

◎一般質問

〇 日程第１、一般質問を行います。遠藤 満議長

演台でのマスクを外しての質問及び答弁を認めます。なお、自席での質問及び答弁は、マスクの

着用をお願いいたします。

通告順に発言を許します。

２番、寺島博文議員。

〔２番 寺島博文議員登壇 （拍手）〕

。 、 、 。 、〇 おはようございます 受付順位１番 議席番号２番 寺島博文です それでは２番寺島博文議員

通告に基づきまして順次質問してまいります。よろしくお願いいたします。

、 。観光行政についての１点目は 新地駅前複合商業施設内に開設した観光協会についてであります

昨年５月、新地町観光協会は、観光案内窓口として、町の観光、特産品、イベントなどの情報を広

く提供するため、企画振興課から複合商業施設内に開設し、業務を始めました。しかし、10か月余

りたった今でも、土日、祝日は稼働しておりません。町の観光ＰＲなどを土日、祝日に行えば、お

客様へのおもてなしや、より一層のサービスが可能になり、その結果、集客力が上がり、経済効果

も出てくるものと考えます。新地町へようこそ、ウエルカムの精神で、一日も早く土曜、日曜、祝

日も稼働すべきでないか、お伺いいたします。

２点目は、レンタサイクル用自転車を増やすべきでないかであります。昨年12月から、新地駅前

観光案内所に５台の自転車を配置し、レンタサイクル事業を始めました。現在は、コロナ禍、そし

て冬期間でもあり、利用客は少ないとお聞きしておりますが、健康増進、環境にも優しく、また第

２の交通手段として、今後は必ずや確実に利用客が増えてくるものと予想しております。賑わいの

ある笑顔あふれるまちづくりを念頭に観光客の集客を目指し、先手を打ってレンタサイクル用自転

車をもっと増やすべきでないか、お伺いいたします。

次に行きます。２項目めは、オートキャンプ場バーベキューサイト利用客から、シャワーの設置

及びトイレ増設の要望が多く寄せられている。早急に整備すべきでないかであります。令和２年５

月から、オートキャンプ場バーベキューサイトの利用ができるようになりました。家族、友人、グ

ループで楽しめる施設として大変人気があり 年々利用客が増えております １日に多いときで50人、 。

から60人になるときもあるとお聞きしております。利用客が増えると、施設として不足するところ

があります。１つは、トイレであります。現在、男性用、女性用１つずつありますが、お客様が利

令和４年３月定例会
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用する施設としては足らないと思います。増設の要望が多数寄せられております。もう一つは、シ

ャワーであります。現在、シャワー設備はありません。夏のキャンプシーズンは汗ばむ季節でもあ

り、心も体もリフレッシュできるように整備すべきでないかと思います。お客様からの切実な要望

でもあり、利便性向上、衛生的観点からもトイレ増設と併せてシャワー設備を早急に整備すべきで

ないか、お伺いいたします。

次に行きます。３項目めは、温泉スタンドについてであります。温泉スタンド設置の主旨は、各

家庭で健康増進のために使用してほしいということから設置されたものと思います。しかし、実際

はどうでしょう。活用されていると言えるでしょうか。もっと利活用方法があるのではないでしょ

うか。例えば屋内温水プールまたは養殖場などです。利活用を図るべきでないか、お伺いいたしま

す。

次に行きます。２件目、交通安全について、交通事故防止対策について。１、笠松交差点は交通

事故が多く、危険な交差点である。町の認識を伺うであります。南菅谷福田線、町狼沢線と交差す

る通称笠松交差点について地元住民に伺うと、北から南へ向かう道路が上り坂になっており、見え

にくい角度になるため、危険な交差点だと話をされておりました。この件について、町の認識をお

伺いいたします。

２、笠松交差点について、地元から信号機設置などの要望が出されております。町の対応状況に

ついて伺います これまでも少なからず交通事故は発生していたものと思われますが 平成17年12月。 、

に交通死亡事故という大変残念な最悪の事態が発生しております。当時の行政区長さんから、町に

対して信号機設置を希望する要望が出されております。町の対応状況についてお伺いいたします。

３、笠松交差点について、信号機を設置するなど交通事故防止対策を講じるよう再度強く公安委

員会に要望すべきでないか伺うであります。この交差点は見通しが悪く、交通死亡事故が発生した

大変危険な交差点であるため、地元から信号機設置の要望があります。しかし、いまだ設置されて

おりません。その矢先、昨年12月に交通事故が発生いたしました。幸い大事には至らない事故で済

みましたが、一歩間違えば重大事故になっていたかもしれません。取り返しのつかない事故が発生

してからでは遅いと考えます。速やかに公安委員会に対して信号機を設置するなどの対策を講じる

よう再度強く要望すべきでないか、お伺いいたします。

以上で壇上からの質問を終わります。

〇 大堀武町長。遠藤 満議長

〔大堀 武町長登壇〕

〇 ２番、寺島博文議員の質問にお答えします。大堀 武町長

初めに、観光行政についての１点目、観光協会についての土日、祝日を稼働すべきではないか伺

うについてですが、新地町観光協会の観光案内所につきましては、新地駅前複合商業施設内に昨年

５月開設いたしました。開設するに当たり、観光協会の事務局員を１名増員し、４名が常駐してお
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ります。事務局員を増員し、新地駅前に観光案内所を設置することにより、観光協会の事業である

観光に関する紹介と宣伝、観光資源の開発、観光に関する調査研究と事業の実施、観光関係機関、

諸団体との連絡及び情報交換がより充実するよう努めているところであります。土日、祝日の稼働

については、さらなる人員の体制確保が必要と考えております。そういった点を考慮し、可能な範

囲から稼働していきたいと考えております。

次に、レンタサイクル用自転車を増やすべきではないか伺うについてですが、２次交通手段の一

つとして準備を進めてきたレンタサイクル事業については、新地駅前の観光協会観光案内所におい

て、昨年12月24日からレンタサイクルの貸出しを開始しております。現在、24インチ自転車５台に

より実施しており、これまで６台の貸出し実績となっております。台数については、子どもの利用

も見込み、今年度５台の追加購入を予定しております。

２点目のオートキャンプ場利用客から、シャワーの設置及びトイレ増設の要望が多数寄せられて

いる。早急に整備すべきでないかについてですが、現在釣師防災緑地は維持管理運営業務を業者に

委託しております。この業務委託の中で、利用者数の把握、満足度やニーズについてのアンケート

を月ごとに行っております。利用者のニーズや要望は様々であり、質問にありますシャワーの設置

やトイレの増設についても要望をいただいております。公園には、オートキャンプ周辺以外にも、

子どもの広場とパンプトラック脇に外トイレがあります。これまでは夜間の利用はできないことと

しておりますが、トイレが足りないという要望は以前より届いておりましたので、キャンプ営業日

については今後夜間の利用ができるようにすることの検討をしているところであります。増設につ

いては、キャンプ場周辺以外の２箇所の夜間運用状況を見ながら今後検討してまいります。

シャワーの設置につきましては、当町には日帰り入浴ができる施設があります。キャンプ場から

、 、は離れておりますが 移動することにより民間施設の利用などによる経済効果も期待されますので

現在のところシャワーの設置は考えておりません。

３点目の温泉スタンドについて、屋内温泉プールまたは養殖場を整備するなどの利活用を図るべ

きではないか伺うについてですが、温泉スタンドについては新地駅前に整備した温泉水を活用し、

町内外の方に利用していただけるよう設置したものであります。現在は使用料を減免し、無料とし

ており、一般の方に利用されている状況であります。

ご質問の提案でございますが、町といたしましても温泉スタンド温泉水の利活用を図っていきた

いと考えておりますので、全国の先進事例を含め、研究してまいりたいと考えております。温泉水

の利活用については、民間の方々の起業による利活用にも期待しているところであります。ご提案

いただいた屋内温水プール、養殖場の整備などの利活用に限らず、民間事業者等が温泉水利用に関

する事業化の計画があれば、観光や交流人口拡大あるいは就業などにつながるよう、先進地の研修

を実施しながら広く民間事業者に声をかけてまいりたいと考えております。

次に、交通安全についての交通事故防止対策については、３点をまとめてお答えをいたします。
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町道南菅谷福田線と町狼沢線が交わる交差点、通称笠松交差点では、平成18年12月20日に死亡事故

が発生したことや、林道鈴宇線の開通による交通量の増大で危険性を懸念した第５行政区から信号

機設置について要望があり、平成19年６月に相馬警察署に町から要望書を提出しました。回答は、

信号機設置の基準に該当しないとのことでしたので、結果を行政区にお知らせしております。東日

本大震災後においても、復興事業に伴うダンプ等の交通量が増大したこともあり、再度要望したと

ころ、相馬警察署からの結果は同じでありました。現在は、注意喚起看板が交差点北側に大型のも

のを含め２枚、東側に１枚設置されたところであります。

また、本年も要望はしましたが、改めて回答がありました。南北に走る町道南菅谷福田線、東西

に走る町道狼沢線、笠松原畑線とも交通量が少ないこと。２つとして、過去５年間人身事故等の発

生がないこと。物損事故は１件発生しております。３つ目が、歩行者の横断がほとんどないこと。

４つ目は、交差点付近は見通しがよく、現在の一時停止規制で充分対応できていること。以上、４

点から、信号機設置の基準に該当しないとの回答でありました。しかし、道路改良等により交通量

に変化があれば再度検討するとの回答もいただいております。今後も、行政区等からの要望には町

交通関係団体と協議しながら、福島県公安委員会の窓口である相馬警察署を通じて要望してまいり

ます。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

〇 ご答弁ありがとうございました。２番寺島博文議員

まず、観光協会について、これは今後人員を確保して体制を整えてから稼働していきたいという

ことの回答だったと思います。これから春の観光シーズンが始まります。なるべく早く整えて、営

業できるようにしていただければと思います。

次のレンタサイクル用自転車について、来年度ですか、子ども用の自転車を５台追加購入すると

いう答弁でした。親子連れの方もいますので、子ども用自転車を購入するのはいいと思います。し

、 、 、かし 台数的にはまだ足りないのではないかと思いますので もっと増やすべきだと思うのですが

その辺いかがですか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

先ほど町長から答弁させていただきましたが、まず今年度５台追加購入する予定でおります。さ

らに、今のご質問で追加購入が必要ではないかということについては、今後の利用状況を見ながら

必要があれば購入して検討していくということであります。

以上です。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

〇 様子を見ながら追加購入するということだったと思います。よろしくお願いい２番寺島博文議員

たします。
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、 、 、 、あと 一般通告にないのですけれども 今の自転車置場なのですけれども 駅前の観光案内場に

、 、 、そこに置いてあるのですが 自転車の置く場所ですけれども 一番賑わいのある釣師防災緑地公園

あそこにパークセンターありますけれども、あそこに……

〇 ２番、寺島議員、通告ないのはここで質問できませんので、発言はできません。遠藤 満議長

〔何事か言う人あり〕

〇 ちょっと休議させてください。遠藤 満議長

午前１０時２２分 休 憩

午前１０時２３分 再 開

〇 それでは、再開いたします。遠藤 満議長

２番、寺島博文議員。

〇 レンタサイクルを観光的に釣師防災緑地公園に置いたほうが断然有利と思いま２番寺島博文議員

すので、その辺今後の課題として検討していただけるかと思います。

それから、次に行きます。シャワーとトイレの増設について、アンケートで月１回とか業務委託

でやっているということで、まずトイレについてなのですけれども、みんなの広場、あとパンプト

ラックの前、南側のところと、あと子どもの広場、釣師防災緑地のところにありますけれども、実

、 、 。際キャンプ場からそこまで行く距離といったらば 100メーター 150メーターぐらいあるわけです

、 。 、 。 、緊急時なのですよ そういうときというの その辺で大変だと思うのです 対応するのが だから

暫定的に仮設の簡易トイレとか、そういったことを置いてもいいのではないかと思うのですが、い

かがですか。

〇 小野好生建設課長。遠藤 満議長

〇 ただいまの質問にお答えいたします。小野好生建設課長

仮設のトイレにつきましては、設置することによってまたいろいろ問題が生じることも考えられ

ますので、先ほどの町長答弁のように、今まで開放していなかったトイレを夜間しばらく開放して

、 。 、 、みて その動向見ながらということで当面対応していきたい その後 答弁にもありましたように

夜間の開放と併せて検討してまいるということでございます。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

〇 今はまだ要望ですので、いいのですけれども、今後は苦情に変わっていく。風２番寺島博文議員

評被害というのですか、そういうことにもなりかねないので、その辺のところでは充分心して検討

していただきたいと思います。

それから、シャワーについてですけれども、私もなぜシャワーしているのかなというようなこと

で聞いたのですけれども、キャンプ利用する方は連泊という方が多いらしいのです。その関係上、

あと近くにつるしの湯もありますし、あと遠く鹿狼の湯もありますけれども、やっぱり暑いとき、



- 32 -

令和４年３月定例会

汗ばんだとき、少し体をきれいにしたいというようなことでの要望だと聞いています。シャワーに

ついては確かに緊急性はありませんけれども、多くの利用客からの要望でもありますので、前向き

に今後検討していただければと思います。

次に行きます。温泉スタンドについて、回答では先進地の研修事例とか、そういったあと民間の

方の起業による利活用という答弁だったと思います。こういった情報を収集するのに具体的にはど

のような取組を考えているのか、お聞きしたいと思います。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

温泉プールとか養殖事業とかというご提案でありましたけれども、例えば養殖事業でありました

ら漁業者の方に働きかけをして先進地の視察をするとか、そういったことが考えられるかと思って

おります。

以上です。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

〇 私インターネットで調べたのですけれども、こういった事例ありました。ビニ２番寺島博文議員

ールハウスで植物栽培、洋ランとかシクラメン、それから養殖でいえばコイの養殖なんか出てきま

した。先日、新聞でも出ましたけれども、浪江駅前でエビの養殖というようなことが話題になって

います。そういったことも言って、全国規模に公募をして、そういった大胆な取組をしていければ

なと思います。今できれば観光名所としての有効活用とか雇用の創出、それから６次化産業とか、

そういうところにつなげることもできると思いますので、全国展開するようなそういった取組をし

ていただきたいと思います。

もう一つは、一番最初に言ったのですけれども、屋内温水プール、これ旅館業者に言ったら叱ら

れるかなと思うのですけれども、そういう温泉水を利用して屋内の温水プールなんかあればなと思

ったのですけれども、その辺は全く考えはないですか。

〇 大堀武町長。遠藤 満議長

〇 温泉プールについては、多分もう役場がとっくに検討しております。私自身もとっ大堀 武町長

くに考えました。ただ、今いろんなことを考えたとき、コロナを含めて、旅館組合を含めてお客さ

んがいないと。そういった中で、それぞれに今お風呂を持っているわけですので、やはりそういっ

た方々にあまり迷惑をかけないほうが町としてはいいのでないのかということの判断をしておりま

すので、寺島議員が言われたそれ以外の部分でどうできるかというのは非常に模索中でありますの

で、ご理解していただきたいと思います。

以上です。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

〇 以前に検討されたということですけれども、実際お風呂を利用する方と屋内の２番寺島博文議員
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プール利用する方というのは恐らくすみ分けはできるかと思いますので、町長さんがそうおっしゃ

るのであればそうでしょうけれども、今後のあれとして頭に入れておいてもらえばいいかなと思い

ます。

次に行きます。交通事故対策について３点まとめて回答いただきましたけれども、警察の方の回

答だったように思うのですけれども、実際ここの交差点町としては危険性についてどう思っている

のか、その辺ちょっとお伺いしたいのですが。

〇 大堀勝文町民課長。遠藤 満議長

〇 質問にお答えいたします。大堀勝文町民課長

こちら側の交差点につきましては、死亡事故平成18年にあった当時、地区の要望等も踏まえまし

て、町でも危険であると思って同じく要望を出して、その後も町長答弁にもありましたとおり、復

興事業に伴う車両の増加による分についても要望してきたところでありまして、ただ実際に最近で

も要望した中では、答弁にありましたとおり、交通量とかそういったもの、また過去の事故の件数

等を踏まえても現状の交通規制で対応できているということもありましたので、今は各行政区等を

通じて危険箇所等についての要望等も取っておりますので、そういったところをまた踏まえながら

要望等をして、交通関係の団体と併せまして要望してまいりたいと考えております。

以上です。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

〇 ということは、今の笠松交差点については町としても危険な場所であると認識２番寺島博文議員

しているということでよろしいのですね。

〇 大堀勝文町民課長。遠藤 満議長

〇 実際の現道を通ってみますと、見通しとか、あと南菅谷福田線の北側から来る大堀勝文町民課長

部分についても、交通規制の速度の中でやった場合については充分交差点に進入する車両の対応等

はできるとは見ております。ただ、現状事故の件数等も減っている中にあっては、町としては地元

の要望等を踏まえながら今後ともその要望をしてまいりたいと思っております。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

〇 それで、信号機設置というのも一つのあれなのですけれども、ここに交通事故２番寺島博文議員

対策について、先ほどの答弁にありましたけれども、注意喚起の看板等をつけているよということ

なのですけれども、いろいろ調べてみると、ＬＥＤの注意看板とか、そういうことをつけるとか、

あるいは減速ハンプ、要するに通るとぼこぼこっというようなのありますけれども、要は手前にな

ったらあそこ注意喚起して、ここ危険なのですよというようなやり方とか、あとカラー舗装という

のですか、そういったことも含めて、そういったところの、ここ町道ですので、道路管理者になっ

ているかと思うのです。だから、そういった対策などもできるかと思うのですが、その辺いかがで

すか。
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〇 小野好生建設課長。遠藤 満議長

〇 ただいまの質問にお答えします。小野好生建設課長

道路標示による注意喚起等々の方法はございます。交通担当である町民課といろいろ調整して、

検討してまいりたいと思います。

以上です。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

、 、 、〇 今 検討していきたいということですので 先ほど最初に言いましたけれども２番寺島博文議員

交通事故が起きて死亡事故発生したら何にもならないです。遅いのです。だから、そうならないた

めにもそういったできることをやっていってほしいと思います。再度公安委員会あるいは関係機関

と協議をしていってほしいと思います。要望して質問を終わります。

〇 これで２番、寺島博文議員の一般質問を終わります。遠藤 満議長

ここで暫時休憩をいたします。

午前１０時３７分 休 憩

午前１０時５０分 再 開

〇 再開します。遠藤 満議長

休憩前に引き続き一般質問を続けます。

６番、吉田博議員。

〔６番 吉田 博議員登壇 （拍手）〕

〇 ６番、吉田博です。一般質問を行います。６番吉田 博議員

去る２月24日にロシアがウクライナに武力侵攻し、多くのウクライナ国民を殺害しているという

行為に、今世界中で大きな問題となっております。私も侵略戦争反対の意思表示をしようと思い、

13日に仙台で行われましたウクライナ支援集会に参加をしてまいりました。そこで、改めて専制政

治の恐ろしさというようなものを感じてまいりました。

また、11回目を迎えた３月11日の東日本大震災慰霊祭は、コロナ禍ということで入場制限をして

行われました。この震災で私の同級生２名が犠牲になり、県外に住む３人の同級生が式典に臨んで

花を手向けたいとして我が家を訪れましたが、会場に入ることができないことを説明し、会場近く

で車の中から手を合わせていただきました。密を避けるための制限は必要でありますが、せめて会

場の外に献花をする場所を設けていただければよかったのかなというような思いをいたしました。

さて、私の一般質問は、人口減少の対策についてであります。新地町の人口ビジョンを見てみま

すと、13年後の2035年には9,450人のピークを迎え、これから先は9,000人を維持するとしておりま

すが、近年の人口推移を見てみますと、約50名の方が生まれて、約100名の方がお亡くなりになら

れているというようなことであります。国立社会保障・人口問題研究所の推計では、新地町は13年
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後の2035年の町の人口として6,000人と推計しており、3,450人の差が生じております。この差をど

のようにして埋めていくのかが町の将来にかかってくるのではないかと思いまして、次の質問をし

たいと思います。

初めに、人口対策としていくら町で対策の計画をしても町民が動かなければ前に進むことはでき

ませんし、町民の参加協力を得て多彩な意見を聞くとともに、その中から今すぐできるもの、時間

の経過が必要なものなどを選択して、有効なものから進めていくべきと思います。

そこで１件目は、人口対策については、住民参加を得たプロジェクトを組んで多彩な意見を聞き

ながら行うべきと思いますが、町の考え方をお聞きしたいと思います。

２件目は、子どもを産み、育てることが大切なことと思います。来年度の予算の中で婚活に対す

る費用が計上されているようですが、私は大変よいことだと思っております。そして、それにプラ

スして子どもを授かりたいと思いながらもなかなか授かることのできないご夫婦が不妊治療をされ

ているということであり、その治療には大変な費用がかかると聞いております。町としても支援す

る必要があるのではないかと思いますが、お考えをお聞かせください。

３件目は、交流人口の拡大でありますが、土曜、日曜になりますと鹿狼登山やパンプトラック、

緑地広場等で多くの方々が来て楽しんでおられるようですが、さらなる交流人口の拡大を図るため

、 、 、には 鹿狼山麓 パンプトラックや緑地広場等の活用をしたイベントなどを行うべきと思いますが

町の取組についてお伺いいたします。

４件目は、町の基幹産業として位置づけられております農業と漁業については、人口減少ととも

に後継者が一段と少なくなっており、対策が必要と思いますが、町の取組についてお伺いいたしま

す。

最後に、前にも質問いたしましたが、福島イノベーション・コースト構想の中で企業誘致をして

定住化を促進しましょうということをお話しいたしました。イノベーション・コースト構想の対象

。 、 、を浜通り15市町村が同じ条件で補助制度があるものと思っておりました しかし 私の調査不足で

新地、相馬、いわき市の３市町は原発関連の他の13市町村とは違った支援体制となっているようで

あります。福島県、特に浜通り地方は、風評被害によってまだまだ発展途上であります。せめて浜

通り15市町村が同じ条件で福島イノベーション・コースト構想事業に取り組めるように、３市町連

携して国や県に要望活動を行うべきではないかと思いますが、町長のお考えをお聞かせいただきた

いと思います。

以上、５件についてお伺いいたします。

〇 大堀武町長。遠藤 満議長

〔大堀 武町長登壇〕

〇 ６番、吉田博議員の質問にお答えをいたします。大堀 武町長

初めに、人口減少の対策についての１点目、人口の対策には住民参加を得たプロジェクトを組ん
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で多彩な意見を聞くべきと思うが、町の考えを伺うについてですが、第６次新地町総合計画におい

て将来人口の目標値を設定いたしました。将来人口目標を達成するため、定住や子育て支援などの

施策を重点的に行うことにより、合計特殊出生率を向上させるとともに、転出の抑制と若い世代の

転入促進を図る必要があると考えております。人口減少の対策には多彩な意見を聞くべきと考えて

おりますが、現状ではまちづくり懇談会などの女性の参加割合は少ない状況であります。現在、人

口対策に特化した住民参加プロジェクトの計画はありませんが、幅広い意見を聞くためのアンケー

ト調査の実施や人口対策の専門家の意見を取り入れるなど検討してまいります。また、まちづくり

懇談会を引き続き開催し、町民の意見を町政に反映させていくとともに、各種計画や事業の進捗に

応じた委員会や審議会等では年齢や性別、障害者の有無に関わらない参画を促進するなど、多様な

意見を取り入れながら各種施策を推進してまいります。

２点目の人口減を補うには、婚活や不妊治療費の援助等が必要と思うが、町の考えを伺うについ

てですが、少子化対策の観点から婚活支援や不妊治療の経済的負担の軽減を図ることは重要なこと

であると考えております。婚活事業としては、過去に２泊３日の北海道ツアーメモリアルクルージ

ング、青年学級「夢冒険」によるスキー教室、若者ふれあいパーティーなどの男女の出会い、交流

のイベント等を企画し、実施しておりました。また、町内の20代夫婦10組をブライダルアドバイザ

ーとして委嘱し、アドバイザーの情報や紹介により、若い男女の結婚促進を図る取組なども行って

おりました。来年度は、民間業者等と連携し、未婚者同士の出会いと交流の場となるイベントを企

画開催してまいりたいと考えております。あわせて、結婚に踏み切れない若者の結婚を後押しする

きっかけとなるよう、国の補助事業を活用した結婚新生活支援事業を引き続き実施し、結婚に伴う

新生活のスタートに係る新居の家賃、引っ越し費用等を支援してまいります。

不妊治療費の援助についてでありますが、少子化社会対策大綱が令和２年５月29日に閣議決定さ

れ、不妊治療の経済的負担の軽減を図るため、医療保険の適用について国において検討がなされて

きました。現在は、国の助成制度により、不妊治療に要する費用の一部が助成されておりますが、

令和４年２月９日の中央社会保険医療協議会において、体外受精等の不妊治療については本年４月

から新たに保険適用されることとなりましたので、経済的負担の軽減が図られるものと考えており

ます。

３点目の新地町を知ってもらうため、交流人口の拡大が必要であり、鹿狼山麓、パンプトラック

や緑地広場等を活用したイベントを行うべきと思うが、町の取組を伺うについてですが、鹿狼山は

標高430メートルと低山でありながら頂上からの眺めが見事な四季を通じて登山を楽しめる眺望の

よい山であります。新型コロナウイルス感染症の影響で中止が続いておりますが、元旦に行われる

、 、 、日本一早い山開き 鹿狼山元旦登山には 毎年約2,000人もの登山者が初日の出を見に訪れるほか

町観光協会では年に数回、登山口で鹿狼山マルシェとして町内特産品の販売を行っておりました。

また、鹿狼山は、青森県八戸市から福島県相馬市までの海岸線を中心に設定されたみちのく潮風ト
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レイルのコース等に設定されており、事務局であるみちのくトレイルクラブ主催のウオーキングイ

ベントも開催されるなど、県外からトレイルコースの走破に訪れる方もおります。来年度は、鹿狼

山駐車場の整備も計画しておりますので、整備後はより充実したイベントが開催できるよう、関係

団体とともに取り組んでまいりたいと考えております。

パンプトラックは、令和２年７月より利用開始となり、現在１年半余りが経過しました。ＢＭＸ

などの愛好家はもちろん、しんちパンプトラックで初めてＢＭＸやマウンテンバイクを体験したと

いう人、またスケートボードやキックボード、インラインスケートなどで楽しむ人など、多くの人

に利用いただいております。イベントにつきましては、昨年６月にパンプトラックでは初めてとな

るパンプトラックフェスティバルを、補助金を活用し、２日間にわたり開催をしております。本フ

ェスティバルは、本年度２回行う計画としておりましたが、２回目は新型コロナウイルス感染症の

影響により中止となりました。また、昨年度から順延となり、８月に開催予定となっていた世界大

会予選であるレッドブルパンプトラック2021も、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、

残念ながら本年度も中止となりました。レッドブルの大会は、レースだけではなく、地域との関わ

りも大変重要視しており、イベントなども並行して行う仕組みとなっております。今後も大会誘致

へ向け、働きかけをしてまいりたいと考えております。このほか、本年度緑地広場等においては、

民間主催のイベントや交付金を活用したイベントを多数行ってまいりました。今後も観光資源を生

かし、民間団体等と連携しながらイベントの開催や支援をしてまいりたいと考えております。

４点目の町の基幹産業として位置づけられている農業と漁業は、人口減とともに後継者が一段と

少なくなっており、対策が必要と思うが、町の取組を伺うについてですが、農業の後継者対策につ

きましては、新規就農者の支援として農業次世代人材投資事業を活用し、震災以降７名の方が新規

就農しております。貴重な人材ですので、就農後の経営や規模拡大、法人化に結びつくよう、関係

、 。 、 、 、機関と連携し 継続支援してまいります あわせて 後継者不足や高齢化 耕作放棄地の増加など

人と農地の課題解決を目指した人・農地プランを各地区ごとに作成してまいりたいと考えておりま

す。農業の将来について、農家、農業振興公社、農業委員会、土地改良区、農協などの農業関係者

と各地区で話合いをする中で現状を把握し、所得向上につながる複合経営の推進など、後継者不足

の対策につながる取組を進めることで農業が魅力ある産業となるよう努めてまいります。

漁業の後継者対策につきましては、平成20年度以降10名の方が新規組合員として加入しておりま

す。組合加入に必要となる１年間の経験実績を積むための実習も行っており、現在は実習を終えて

新規組合員として加入しております。また、今後５年間の漁業者の所得向上を目的とした浜の活力

再生プランを漁業者と町、漁協、県が協力して作成しております。具体的には、漁獲量拡大による

収入向上や鮮度保持機器導入等による高品質化、コスト削減の取組などにより、所得向上を目指す

ものであります。今後も事業者の経営安定につながるよう、漁協や関係機関と連携しながら後継者

対策など様々な取組を進めてまいります。
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５点目の福島イノベーション・コースト構想で企業誘致をして定住促進を図ろうとしても原発関

連の12市町村には手厚い補助制度があり、新地、相馬、いわきにはそれがないため、不利な条件で

交渉を強いられており、他の12市町村と同等な条件を得るために３市町連携して国や県に要望活動

を行うべきではないかについてですが、当町は東日本大震災東京電力福島第一原子力発電所事故の

発生した浜通りに位置するものの、避難区域等でないことから、いわゆる原子力被災市町村には該

当しておりません。自治体向け、民間事業者向けに国の補助制度等が様々ありますが、原子力被災

12市町村とそれ以外の浜通りの自治体である新地町、相馬市、いわき市では補助制度に差があり、

原子力被災12市町村については手厚い内容で、企業誘致等を進める場合、有利な傾向にあります。

、 、このようなことから 町では復興大臣宛てに原子力被災12市町村と同様の国の支援を要望しており

今後も機会を捉え、継続して国に要望してまいりたいと考えております。

〇 ６番、吉田博議員。遠藤 満議長

〇 ただいまご答弁いただきました。６番吉田 博議員

それで、１番目のプロジェクトを組んでの多彩な意見の質問についてですが、手元にあります資

料によりますと我が町の人口ビジョン、これホームページからのものなのですけれども、つくった

のは平成27年ですか。人口ビジョンは平成27年から72年の計画期間というようなことになっており

ますけれども、その隣にある新地町の総合戦略、これ５年間のスパンでやっているみたいなのです

けれども、私のこのパソコン、町のホームページ見てこれ取ったのですけれども、平成31年はもう

過ぎております。新たな町の総合戦略を見ようと思ってパソコンで探したのですが、私のパソコン

操作が悪いのかどうかは分かりません。新たなその総合戦略はしているのかどうか、ちょっとお伺

いしたい。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 今ご質問いただきました新地町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン及び小野和彦企画振興課長

総合戦略ということで、第２期の戦略を策定しております。これは制作が若干遅れてしまいました

けれども、議員の皆様にもお配りしております。

以上です。

〇 ６番、吉田博議員。遠藤 満議長

〇 私が全て町のホームページから拾おうと思ってやって、確かに私のパソコン操６番吉田 博議員

作がまずかったのだなと思います。大変失礼いたしました。

このプロジェクトで、先ほど町長の答弁の中にありましたけれども、第６次計画の中できちんと

した目標を立てているというような答弁、それからまちづくり懇談会を開いてやはり皆さんのいろ

んな意見を聞こうというようなことでやっているのですけれども、なかなか参加者が少ない。ある

いは、その中での意見が少ないというようなことで、今後アンケート調査をしたり、専門家の意見

を聞くというような答弁がありました。こういったことが、今の町長の答弁の中ではアンケート調
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査をすると、あるいは専門家の意見を聞くというような答弁だったと思いますけれども、この時期

等については町としては今計画しているのかどうか、改めてお伺いいたします。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

アンケート調査、それから専門家の意見を聞くということで、時期ということでありますけれど

も、今そういった部分についても検討していきたいということでありまして、具体にいつからとい

うことにはまだ申し上げられませんけれども、今そんな形であります。

以上です。

〇 ６番、吉田博議員。遠藤 満議長

〇 ただいま時期については検討中というような答弁でありますが、なるべく早い６番吉田 博議員

うちにご検討して、早いうちにちょっと、これ４月からの新たな予算でやるのでしょうから、そっ

ちの時期についてはなるべく早い時期を想定していただきたいと思います。

次、２番の婚活と不妊治療についてでありますけれども、やはり婚活について私も何回か質問し

たことがありますし、私も思います。なかなか人が集まってくれない、笛吹けど踊らずというよう

なことがあるというようなことは承知しております。しかし、これがだからではやらないのだとい

うようなわけにはいかないと思いますし、また来年度の予算等には計上してあるようでございます

が、来年のことを言って申し訳ないと思うのですけれども、具体的な構想というようなものは今担

当でできているのかどうか、お伺いしたいと思います。

〇 目黒佳子教育総務課長。遠藤 満議長

〇 来年度の婚活の事業で具体的にどのような内容にしていくのかということ目黒佳子教育総務課長

かと思います。予算委員会の際にも答弁させていただきましたけれども、具体の内容につきまして

は今後若い方のご意見等を聞き取ったり、参考にしたりしながら、早急に来年度になりましたら進

めていきたいと考えております。

以上です。

〇 ６番、吉田博議員。遠藤 満議長

〇 ありがとうございました。６番吉田 博議員

それから、今町長の答弁の中で、いろいろな国で保険が利くようになったというようなことであ

りますし、またいろいろな治療費の援助が来ているというような答弁がありました。これ具体的に

今現在のこの治療に対しての保険適用というのは今進行形であるかどうか、改めてちょっとお伺い

したいと。

〇 菅野正浩健康福祉課長。遠藤 満議長

〇 ただいまの質問にお答えいたします。菅野正浩健康福祉課長

、 。 、医療保険の適用につきましては 令和４年の４月から適用ということになっております ただし
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一部簡易な不妊治療については、今現在も適用されているものもございます。体外受精等の比較的

高額なものについて、４月以降保険適用になるということでございます。

以上です。

〇 ６番、吉田博議員。遠藤 満議長

〇 そうしますと、その負担割合というか、それはもうそれぞれの社会保険あるい６番吉田 博議員

は国民健康保険の負担割合での負担があるというようなことでよろしいのでしょうか。

〇 菅野正浩健康福祉課長。遠藤 満議長

〇 ただいまの質問にお答えいたします。菅野正浩健康福祉課長

、 。医療保険の適用になりますので 原則一般の方ですと３割負担ということになろうかと思います

以上です。

〇 ６番、吉田博議員。遠藤 満議長

〇 了解しました。６番吉田 博議員

それでは、３番目の鹿狼山麓と、あるいはパンプトラック等を活用したイベントについて、改め

てお伺いいたします。先ほど町長の答弁では、鹿狼山麓等で物販も開催しているというような答弁

がありました。私も何回か鹿狼山の近くでやったのは、多分あれは観光協会か何かでやったのだと

思うのですけれども、それは見ております。ただ、あの回数を、土日がかなりの鹿狼山で来ている

のです。私もちょこちょこ山に登るので、そういった人たちがどちらから来たのかというの興味あ

るので、ちょっと声かけるようにしているのですけれども、やはり毎週毎週やっているわけではな

いので、そしてまた土日が大変多くの人が来ているものですから、少しでも多くの新地町の物産を

宣伝するというような意味でこの回数を増やしていってもらいたいものだというように思います。

それから、実は去年の11月なのですけれども、私友達と一緒に隣町に行ってお昼御飯を食べてい

たら、後から入ってきた４人グループがいて、ちょっと話聞くつもりはなかったのですけれども、

多分話の内容からすると港湾関係辺りに来て仕事をやっている方なのかなと思いました。何かここ

まで来るのに１時間半ぐらい片道かかるので、ここに作業所を造ったらいいかというような社長に

持ちかけていたのですが、その社長が言った言葉が、相馬に造るからというような話ししました。

そうしたら別の人が、いや、相馬だったら土地が高いので、新地に造ったらいかがですかというよ

うな意見があったのです。そうしたらその社長が、新地は駄目だよと、あそこ通ったって暗い町で

はないかというような、そんな言葉が出たのです。いや、私がっかりしました。ただ、そういうよ

、 。うな言葉が出るというのは そう思っている人がやっぱりいるのだなというような思いであります

ですから、何かの機会にやはり通る人のためにやっぱり大きなイベントなりなんなりを持って、そ

してそういった嫌な思いを、暗い町みたいな思いを持っている人をやはり払拭するようなイベント

を計画するというようなものが必要ではないかと強く思いましたので、今後こういった方針の下で

ご検討をしていただきたいと思います。
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それでは、４番目の農業、漁業の就労者が少なくなっているというようなお話をいたしましたと

ころ、７名の新しく就農している方がいるというような答弁でありました。そしてまた、漁業に関

しては、平成20年度以降10名が新たに漁業者として就労しているというような報告がありました。

、 、ならば 町としては就労しているというようなことは数字として取ってあると思うのですけれども

農業、漁業でやめたというようなそういった人数の把握というのはしているのかどうか、改めてお

伺いしたいと思います。

〇 岡田健一農林水産課長。遠藤 満議長

〇 ただいまの質問にお答えいたします。岡田健一農林水産課長兼農業委員会事務局長

まず、漁業者の数値はちょっと細かくつかんでおりますので、ご報告いたします。震災以降にな

りますけれども、23年の時点では正組合員数が60名、准組合員が５名ということで、23年度時点で

は65名の方が漁業に従事していたということになってございます。船の数につきましては、そのと

き34隻ございました。直近の令和３年度におきましては、正組合員数が53名、准組合員が２名とい

うことで55名になっておりますので、やめたということで少なくなった人数ということでは10名の

方が減少していると。隻数に対しましては、34隻から今29隻ございますので、５隻が少なくなった

ような現状となってございます。

農業の従事者につきましては、統計になりますけれども、今現在農業の就業人口ということにし

ますと529名というところで、農業に携わっている経営体数にしますと398経営体ということで、経

営体としての数はそういったところでつかんでおります。ただ、減少をした、やめたというところ

の数は今ちょっと手元になかったものですから、現状の数値としてはそういった形で捉えておりま

す。

以上です。

〇 ６番、吉田博議員。遠藤 満議長

〇 今、農業、漁業の従事者のお話をいただきました。先ほどの答弁の中で、やっ６番吉田 博議員

ぱり新しく農業の就労したのが７名、それから漁業については10名が加入した。この数字だけを見

ると、あっ、なかなかいいなというような思いをするのですけれども、やはり令和３年では10名減

っているということは 漁業関係者が10名加入して10人減っているということは 漁業加入者が20人、 、

減っているというようなことですね。それから、農業者はどれだけやめたか分からないというよう

なことですけれども、やはり耕作放棄地ですか、これがやっぱり多くなっているというのは、それ

だけ農業をやめた方が多いというようなことではないかと推定できるわけです。人口減の中でやっ

ぱりこういった就労が少なくなるというのは、ある程度はやむを得ないのかなというような思いが

ありますけれども、やはり町の基幹産業として位置づけられている農業、漁業ですから、やはり町

でもう少しＰＲして、そういった産業に働く人を多くできるような計画をしていただきたいと思い

ます。
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続きまして、イノベーション・コースト構想でありまして、町長の答弁の中に復興大臣に要請し

ているというようなことでありましたけれども、その要請したことに対しての回答というようなも

のがどのような回答があったのか、改めてお伺いしたいと思います。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

昨年11月に、西銘復興大臣宛てに要望書を提出いたしております。文書での回答というのは特に

ございません。ただ、事務レベルで個々の事業を進める中で相談されたいという話は受けていると

いう状況であります。

以上です。

〇 ６番、吉田博議員。遠藤 満議長

〇 事務レベルでの回答は得たとはいうものの、やはり新地、相馬、いわきが、沿６番吉田 博議員

岸15市町村の中でこの３市町がやはり対等の恩恵を、あるいは支援を受けられないというようなこ

とでありますので、ぜひとも力強く何回も何回も要望活動をしていただいて、町としても有意義な

活動ができるようにお願いしたいと思いまして、私の質問を終わらせていただきます。

〇 これで６番、吉田博議員の一般質問を終わります。遠藤 満議長

引き続き一般質問を続けます。

３番、齋藤充明議員。

〔３番 齋藤充明議員登壇 （拍手）〕

〇 受付番号３番、議席番号３番、齋藤充明です。３番齋藤充明議員

連日、ロシアのウクライナ侵攻により、世界中が大変厳しい状況になっている、そういう報道が

なされております。これからの日本の政治や経済、国民の生活など、広い分野で考える時期に来て

いるなとひしひしと感じます。

さて、そのような中で、さきに通告いたしました１、町文化振興基本計画の策定について、２、

駒ケ嶺工業用地について、３、駒ケ嶺駅前のトイレ整備についての３件について質問いたします。

まず、１件目です。町文化振興基本計画の策定について伺います。さて、東日本大震災から11年

がたち、その間、文化交流センター、フットサル場、そして釣師防災緑地の中にパンプトラックや

。 、 、 。キャンプ場なども整備しました さらに 今年２月には 新しい駒ケ嶺公民館が完成いたしました

これまでも本町には広大な総合スポーツ公園があり、総合体育館、野球場、陸上競技場、テニスコ

、 。 、ート そして約300台の駐車場も完備されています そのほか８万8,000冊も所蔵する図書館もあり

、 、 。 、 、当町は文化 スポーツ レクリエーション施設が非常に充実した町であります さらに 震災から

世界から、日本中から、多くの人々からたくさんの支援がありました。文化面においても新地町に

寄り添い、ブログで新地町の現状や震災時のこと、さらには遺跡や歴史、そして目黒重真さんなど

新地町出身の多くの偉人を紹介している方がおります。多分そのほかにもいろんな方が新地町を支
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。 、 、援し続けていると思っております こうした文化的な人と人とのつながりや 町の整備された文化

スポーツ施設を生かし、文化が輝くまちづくりを進めることが小さくてもきらりと光る魅力のある

まちづくりにつながっていく可能性を感じます。

昨年10月に新地公民館から、１月末に恒例の生涯学習フェスティバルを開催したいと、参加いた

しませんかという話を受けました。その結果、45団体、約280名が参加をするということになりま

した。各団体とも練習に非常に熱が入り、またすばらしい作品づくりができてきておりました。し

かし、12月中旬からオミクロン株が増え始め、当町も１月に入り、人が密集する活動も厳しい状況

を迎え、最終的には残念ながら生涯学習フェスティバルは中止となりましたが、その間好きな仲間

が集まり、一つの目標に向かって毎週毎週練習に励んだあの時間は、何事にも代えがたい大切な時

間であったと思います。そして、公民館職員のその意気込みは、中止に向けての各団体に対して丁

寧な対応など、やっぱり公民館はいいなと、公民館は町民の心のオアシスであるという実感をいた

しました。

さて、平成13年に、文化芸術に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、国が文化芸術

基本計画を策定しました。福島県においても、県文化振興基本計画を策定しています。文化は、人

間の営みを支えるため、そしてよりよく生きるようにする全てのものに関するものであります。文

、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、学 音楽 美術 写真 演劇 舞踊 その他の芸術 伝統芸能 生活文化 文化財 国際交流など

包括的に文化行政を進めていく時期ではないのかと。文化振興のためには各文化施設の有効利用を

図る、そして町民、各種団体、企業、学識経験者などの協力も不可欠であります。その協力体制を

築くツールとして、私はこの文化振興基本計画を作成していく、そういう手段になり得ると思って

おります。

そこで、次の２点について伺います （１ 、町の文化行政の取組状況について伺います。。 ）

（２ 、人と人とが寄り添い、多様な考えを許容できる文化振興基本計画の策定について伺いま）

す。

２点目でございますが、駒ケ嶺工業用地について伺います。震災後の町の工業誘致については、

相馬港３号、４号埠頭に石油資源株式会社やガス発電所が完成し、相馬地域開発の新地町分Ｘ区画

にも７社が進出し、さらに新地南工業団地には２社が操業を開始し、もう一社が今年夏に操業を開

始するとのことであります。ここまで企業誘致を進めてきた町の努力に、本当に敬意を表したいと

思います。

そこで、町の工業誘致として残っている箇所は、大きなところでは駒ケ嶺工業団地だけとなりま

す。震災により一時仮設住宅として利用もされましたが、以後企業誘致の引き合いもなく、現在に

至っております。駒ケ嶺工業用地は旧駒ケ嶺小学校跡地で、平成15年に駒ケ嶺工業用地に指定され

ました。桜や緑に囲まれた広大で海が一望できるすばらしい場所ですが、今では荒れ果てた状態と

なっております。今、駒ケ嶺工業用地は福島イノベーション・コースト構想の中にも組み込まれ、

令和４年３月定例会
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今まで何の補助金も出なかったものが、このイノベーション・コースト構想の中で補助も出るよう

になりました。企業誘致にはチャンスとなっております。しかし、同じ福島イノベーション・コー

スト構想にある浜通りの各市町村では、震災復興事業ということもあり、工業用地として整備し、

安い単価で進出企業に賃貸しているようであります。したがって、駒ケ嶺工業用地は現状のままで

売却するのは容易でないと危惧します。そうではなく、造成をして平場を広げ、調整池も整備し、

国道６号からの入れる道路の整備を行い、いわゆる新地南工業団地と同様に工業団地として整備を

し、企業誘致を進めるべきでないかと思います。

そこで、５点について、町の企業誘致について伺います （１）として、企業誘致の取組状況に。

ついて、職員体制を含めてどのようになっているのか伺います。

（２）として、駒ケ嶺工業用地に進出を希望する企業に対する補助制度はどうなっているのか伺

います。

（３ 、駒ケ嶺工業用地の位置づけではなく、工業団地として町が整備すべきでないのか伺いま）

す。

（４ 、国道６号バイパスからの進入路及び案内サイン整備について伺います。）

（５ 、誘致企業と町が連絡協議会を設置し、情報の共有化及び情報発信について伺います。）

最後の質問になります。３番目、駒ケ嶺駅前のトイレ整備についてであります。ＪＲ常磐線駒ケ

、 、 、 。 、 、 、嶺駅は 1977年 昭和52年に もう45年も前のことです そして 新地駅がその７年後に 1984年

。 、 。昭和59年に無人化されました 新地駅については委託方式で切符を販売し 今日に至っております

駅は様々な人々が交差し、出会いと別れの場所です。駅は町の玄関口であり、町の顔であり、文化

であり、町の財産です。そういう意味で、私たちは駅を中心とした町の賑わいを、活性化を進めて

いく必要があると思います。

そこで、私は昨年６月の一般質問で駒ケ嶺駅トイレ整備について取り上げました。町長から、Ｊ

Ｒ東日本にトイレ水洗化への改修要望を続けているが、改修には至っていない。ＪＲでは、経費節

減のため、駅舎の撤去など全社を挙げて検討されており、駒ケ嶺駅のトイレの撤去も考えている。

そこで、町としても駒ケ嶺駅トイレの改修や設置場所、規模、管理の在り方を調査検討していくと

の回答がありました。今回、令和４年度の当初予算に駒ケ嶺駅トイレ建築工事1,849万1,000円が計

上され、提案されました。本当にありがたいなと思っております。

そこで、改めて次の３点について伺います （１ 、駒ケ嶺駅前のトイレ整備の取組について伺い。 ）

ます。

（２ 、建設時期、設置場所、規模について伺います。）

（３ 、管理体制について伺います。）

以上で壇上からの質問を終わります。よろしくお願いします。

〇 答弁が長時間になるかと思いますので、ここで昼食のため休憩をいたします。遠藤 満議長

令和４年３月定例会
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午前１１時４６分 休 憩

午後 １時３０分 再 開

〇 それでは、再開いたします。遠藤 満議長

休憩前に引き続き一般質問を続けます。

答弁を求めます。

大堀武町長。

〔大堀 武町長登壇〕

〇 ３番、齋藤充明議員の質問にお答えをします。大堀 武町長

初めに、町文化振興基本計画の策定についての１点目、文化行政の取組状況について伺うについ

てですが、今年度より町と町文化協会が連携し、文化交流センターを活用した文化芸術振興事業を

実施しております。主な事業内容は、６月にミニサロンとしてアンデス地方の民族音楽フォルクロ

ーレのコンサートを開催しました。12月は子ども映画上映会を開催し、多くの親子連れにご来場い

ただきました。また、今月27日には、春休み特別企画として第２回目の子ども映画上映会を開催す

る予定となっており、年間を通して事業を展開しております。残念ながら今年度は新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため、町文化祭など中止としたイベントもありましたが、来年度も引き続き

町と町文化協会と連携し、文化芸術振興事業を推進し、さらなる文化芸術の振興を図ってまいりま

す。

次に、２点目の人と人とが寄り添い、多様な考えを許容する文化振興基本計画の策定について伺

うについてですが、新地町総合計画の施策の中で、芸術文化活動の推進や歴史文化活動の推進など

について示されており、これに基づいて各種文化事業の展開を図り、芸術文化の振興及び推進に取

り組んでいるところであります。今後も町総合計画に基づき、さらなる芸術文化活動の振興、推進

を図ってまいりたいと考えております。文化振興基本計画の策定につきましては、近隣市町村の動

向を調査研究してまいります。

次に、駒ケ嶺工業用地についての１点目、企業誘致の取組状況（職員体制を含む）について伺う

についてですが、旧駒ケ嶺小学校跡地である駒ケ嶺工業用地については、常磐自動車道新地インタ

ーチェンジや相馬港へのアクセスの優位性、補助金や税制上の特例をＰＲしながら企業誘致活動に

取り組んでおります。誘致活動については、町企業立地推進室において、福島イノベーション・コ

ースト構想推進機構の協力も得ながら進めております。福島イノベーション・コースト構想推進機

構では、ＰＲビデオを作成し、動画配信サイト、ユーチューブで配信しております。また、浜通り

の工業用地を見学して回る企業向けツアーを企画するなど、企業誘致にご協力をいただいておりま

す。引き続き、福島イノベーション・コースト構想推進機構の企業誘致担当部署と連携し、誘致活

動を進めてまいります。職員体制については、企画振興課内の企業立地推進室において、室長のほ
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か職員２名の計３名体制となっております。また、効果的な企業誘致の推進及び町内企業の事業拡

大等を支援し、地域経済の発展及び雇用の創出を図るため、今年度企業誘致推進員１名を配置し、

企業誘致に取り組んでいるところであります。

次に、２点目の進出企業への補助制度について伺うについてですが、補助制度については国の制

度である津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助金、県の税制優遇措置としてふくしま産

業復興投資促進特区による課税の特例があります。そのような補助制度や税制上の特例をＰＲしな

がら企業誘致活動を進めているところであります。

次に、３点目の工業用地の位置づけではなく、工業団地として整備すべきではないか及び４点目

の国道６号バイパスからの進入路及び案内サイン整備について伺うについてですが、駒ケ嶺工業用

地については、旧駒ケ嶺小学校跡地を現状のまま工業用地として分譲しております。工業団地とし

て現在の用地内道路の拡幅、新たに国道６号バイパスからの進入路及び案内サイン整備等について

、 。 、 、は先行投資で整備し 誘致活動を進める方法もあります しかし 高額な費用も想定されますので

、 、今後誘致活動を進めていく中で ご検討いただく企業のニーズや事業計画等をよくお聞きしながら

必要により整備を検討してまいりたいと考えております。

次に、５点目の誘致企業と町が連絡協議会を設置し、情報の共有化及び情報発信について伺うに

ついてですが、町では町内に立地する企業等で企業間の情報交流等により、企業の振興並びに発展

に寄与することを目的とした新地町企業振興連絡協議会（仮称）の設置に向けて準備を進めており

ましたが、現在コロナ禍の中で町内企業においても各事業者が事業継続に注力されている状況であ

ることから、設立を延期しております。今後、新型コロナウイルス感染症の町内事業者への影響も

見ながら協議会を設立し、町内企業の情報共有や情報発信についても進めてまいりたいと考えてお

ります。

次に、駒ケ嶺駅前のトイレ整備についての１点目、駒ケ嶺駅前のトイレ整備の取組状況について

伺うについてですが、これまでＪＲ東日本株式会社水戸支社に対し、屋外トイレ水洗化の要望を継

続して行っておりますが、ＪＲ東日本株式会社からは、水洗化の予定はなく、列車内のトイレを利

用していただきたいという回答であり、整備に至っておりません。ＪＲ東日本株式会社では、新型

コロナウイルス感染症の影響で鉄道利用者が減少している中、会社全体で経費節減のため設備の撤

去などを検討しており、駒ケ嶺駅のトイレも撤去の方向で検討が進められています。町としまして

は、整備については施設所有者であるＪＲ東日本株式会社によって整備することが基本と考えてお

りますが、駒ケ嶺駅の利用者や地域住民の利便性向上のため、令和４年度当初予算に測量調査設計

に係る委託費と建築工事に係る工事費請負費の予算を計上し、町で整備したいと考えております。

次に、２点目の建設時期、設置場所、規模について伺うについてですが、建設時期についてはＪ

Ｒ東日本株式会社が既存トイレを解体撤去することになっておりますので、それらの工程に合わせ

て実施していきたいと考えております。設置場所については、現在の設置箇所も含め、ＪＲ東日本
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株式会社に土地の無償賃貸を依頼しております。トイレの規模については、男女別で各１箇所、便

器を設置したものを想定しております。

次に、３点目の管理体制について伺うについてですが、現在の駒ケ嶺駅トイレは、ＪＲ東日本株

式会社で維持管理をしております。新たに町でトイレを整備した場合の管理体制について、継続し

てＪＲ東日本株式会社で維持管理できないか協議しましたが、ＪＲの施設ではないため、町で管理

してほしいとのことであります。今後、町において管理体制等を検討してまいりたいと考えており

ます。

〇 ３番、齋藤充明議員。遠藤 満議長

。 、 。〇 ご答弁ありがとうございました では 引き続き質問していきたいと思います３番齋藤充明議員

１番目の町文化基本計画の策定についてでございますが、その１つ、文化行政の取組状況につい

て、今町長から回答がございました。文化協会と連携しながら、今年度６月からアンデス地方のフ

ォルクローレ、そして子ども用の映画会を開いたと。３月にまたやるのだと。本当はもっともっと

いろいろやりたかったけれども、コロナ禍でできなかったと。今後とも文化協会との連携を図って

。 。官民一体でやっていくというようなお話でございました 確かに一歩前に進んできたなと思います

簡単に私の考えを申し上げますと、確かに文化振興をしていくには本当に町全体で進めていくべき

だろうと。そのネットワークが大変重要でないかと、こう思っております。その一つが文化協会と

いうのが今の現状だなと思いますが、やっぱりそれを広げていく、民間も含めてそれを広げていく

という、そして場合によっては民間からやっぱり税制上の優遇措置を受けながらいろんな支援をし

てもらうと、そういった方法も出てくるのだろうと思います。やっぱり人と人とのつながりが非常

に大事なのでないかなと思います。

そこで大事だと思っているのは、土日、夜がやっぱり役場、公民館が活動できる体制をどうつく

るかなのだろうと思うのです。そして、土日、夜が活動できる場所といえば、やっぱり文化交流セ

ンターなのです。そこにもっと人を配置していく、場合によっては新地公民館の職員をそちらに持

っていく。そして、３人くらいの体制であれば、例えば令和４年度に計画しているあの若者のふれ

あい事業なんかも、若い人はみんな仕事していますから、そうすると土日、夜しかないのです。そ

れをやっぱり来てもらうと。来てもらうにしても、そんな簡単に若い人来ません。方法としては、

やっぱり企業との連携です。企業にお願いして、そして何人かずつ出してもらうとか、そういう手

法を取ってやっていくというのが大事でないかと。やっぱり仕掛けというのは、例えば未来塾とか

前ありましたね、しんち未来塾。あれは実はそういう仕掛けでした。そういうふうな会社も入って

これる、会社から人を送れる、そういう仕掛けをしながら人を集めて活動をしてきたと。今回、文

化交流センターができたと。そこを充分生かすにはあそこに人を配置していく、そして活動の輪を

広げていくと考えておりますが、文化行政の取組について再度回答願います。

〇 目黒佳子教育総務課長。遠藤 満議長
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〇 ただいまのご質問にお答えいたします。目黒佳子教育総務課長

文化行政を推進していくに当たってネットワークが重要であると、今の施設の利用についてもっ

と土日、夜の施設の利用等を広げて、企業とも連携していくべきではないかというご質問で、議員

がそれこそかつてご経験されたのを踏まえてのご意見かと思います。おっしゃるとおりだと思いま

すが、ただいま現在の人員配置には限りがございまして、その人員配置の中で現在できる限り最大

限の努力はしているところでありますけれども、交流センターの人員配置今後どうなるかちょっと

私には回答できませんが、できる限りの、そこで最大限の有効的な事業、イベント等が今後できま

すように努力してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

以上でございます。

〇 ３番、齋藤充明議員。遠藤 満議長

〇 そうですね、実は公民館私もいろいろお世話になって行っていますが、いろん３番齋藤充明議員

な雑用があるのですね、確かに。各施設持っているものですから、そこの伝票関係とか、委託関係

とか、契約関係、あと施設が壊れた何だといろいろあって、見た目よりもっと仕事は厳しいです。

でも、職員見ても本当に若くて、まだまだ充分やれる、いっぱい可能性のある人たちがそろってい

るなという期待を持っています。公務員試験を受けて町職員になった人たちですから、本当に能力

あるなと思って見ています。これからこの新地町が本当にきらりと光り輝くようなまちづくりをす

、 。 、るには やっぱり文化行政というのは非常に大事ではないかなと思っております そういう意味で

文化交流センターの充実、そして土日もやっているのはあそこだけですね、図書館もありますけれ

ども。そういったことで、ぜひその辺は今後の課題として検討してもらいたいと思います。

あと、文化振興基本計画の策定でありますが、これは私は一つのツールとしてこれをやることに

よって、地域連携、いろんな人たちがこれに入ってきてくれる、審議会みたいな形になるかもしれ

ませんけれども、そうすることによってこの新しい文化行政が生まれるのではないかと一つのツー

ルとして実は考えておりましたけれども、町長の答弁がありましたように、または今の職員体制考

えるとまだ時期尚早なのかなという気もしますので、今後の課題としてぜひ考えてもらいたいと思

います。

２番目に移ります。駒ケ嶺工業用地についてでありますが、職員体制、今、企業立地の推進室と

して課長以下３名になっていますし、今までいた室長さんが退職はされましたけれども、そこの推

進員という形で残ってもらったということは非常によかったのではないかなと思います。本当に

10年間で非常に企業誘致が新地町進んできたというのは、やめられましたけれども、推進員として

残ったあの民間人の方の力というのは大きかったのでないのかなと思いますし、今後ともぜひそう

いう方の力を活用して、駒ケ嶺工業用地の企業進出に力を借りていただきたいと思います。

２番目についても進出企業についての補助制度について伺いましたけれども、了解したいと思い

ます。
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３番目、町長から既存の進入道路の拡幅も含めて、あとそれについても企業のニーズ、計画など

聞いて、その上で考えていくのだというような話をいただきました。今、県道から入ってくると、

あの西側の道路五、六メーターしかないのです。２社企業が来るとなれば、あれは拡幅するしかな

いのです。拡幅していく。１社だけだったら今の道路でいいですけれども、２社が入ってくれば拡

幅する必要があると思います。そういった場合を考えたときに用地買収をしていかなくてはいけな

い。そういった可能性があるのかどうか。

それも含めて、あの国道６号バイパスからの進入路というのは、やっぱり今から考えておくべき

だと。かなりの地権者がおるようです。その方も東京とか何かにいるみたいなので、そういう方と

の連携を取りながら買収できるものは買収していくと。そして、国道事務所とも話をしながら拡幅

についての協議を今から進めていかないと、やっぱりイノベーション・コースト構想が終わりまし

たと、補助事業もなくなりましたとかいう話になったのでは本当にどうしようもありませんので、

その辺も含めてやっぱり再度早めの対応ができないのか質問したいと思います。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 今のご質問にお答えいたします。小野和彦企画振興課長

町道から、今の既存道路から入ってくるとなると、やっぱり５メートルか６メートルぐらいの道

路でありますので、今議員のおっしゃるとおり、２社になると拡幅しなければならない状況になる

かもしれないとは思ってございます。ただ、今誘致活動を進めておりまして、その中で町長の答弁

にもありましたけれども、検討していただく段階でその企業様１社になるか２社になるか分かりま

せんけれども、その中でその企業のニーズ、場合によっては国道６号バイパスから取りたいという

ことになるかも分かりませんし、そういった事業計画等をよくお聞きして、そのときに必要な整備

を考えていきたいと思っているところでございます。

以上です。

〇 ３番、齋藤充明議員。遠藤 満議長

〇 まず、工業用地として売ろうということで町として考えていますね。平場は３番齋藤充明議員

6,800円なのです、平方メートル当たり6,800円。これが南工業団地ですと、もう全て売却しました

けれども、全て整備をして7,300円平場でやっているのです。500円の差しかないのです。そうする

、 、 、 、と やっぱり企業誘致って動いたときに 今浜通りについていうと 先ほども言いましたけれども

分譲価格が賃貸ですね、ほとんど。復興で造っているわけですから、補助率も高いし、土地につい

ては売れない、貸すという形になりますけれども、本当に安いのです。本当に平方メートル当たり

、 、 、 。38円とか 南相馬市ですと136円ですね 平方メートル当たり 南相馬市復興工業団地というのが

。 、 。 、浪江であっても116円とか そうなれば 当然そちらに行ったほうがいいですよね ということは

今の工業団地ではなくて、ほかみんな工業団地です。整備しています。駒ケ嶺のようにただ２段に

なってそれをこの値段で売ろうと思ったときに、とても売れないのではないのかなと。この辺どの
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ように考えているのか、改めてご質問いたします。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

駒ケ嶺工業用地は、今議員おっしゃるとおり、平場の値段が6,800円ということで、全体で売る

となると5,100円という金額になります。料金決めたとき、ほかの工業団地含めても決して高い値

段ではないと思って値段設定はしております。ただ、ほかの今双葉地方とかかなり安く売っている

と思いますので、そういった比較されると高くなるのかなと、見られる可能性はあるかと思ってお

りますが、またここで新たにインフラ投資をしますと当然その金額も今の金額よりは高くしなけれ

ばならないということもありますので、先ほど答弁したとおり、やっぱり必要な整備を必要なとき

にやって、必要であればそれも価格に反映させていくというようなことで考えたいと思います。

以上です。

〇 ３番、齋藤充明議員。遠藤 満議長

〇 できれば早くやってほしいと思います。というのは、やっぱりあのすぐ下に今３番齋藤充明議員

神地区があるのです。その上に工業団地がありますけれども、本当に周りがやぶになっているとい

うような状態で、何回か町でも草刈りしてもらっていますけれども、やっぱりそういうことを考え

るともう少しきちっときれいにしてもらいたいと。とてもではないけれども、おっかなくてあそこ

、 、に行けないというような状況なので その辺のところの整備も含めてやっぱり検討してもらいたい

地域の環境を含めてその辺も検討してもらいたいと思います。

あと （５）の誘致企業と町の連絡協議会ですが、実際つくろうという動きがあったけれども、、

コロナで動けなかったという話でございます。多分コロナでも大変だし、そして今ロシアとウクラ

イナの戦いの中で物が入ってこないということで、本当にこれからインフレになって、企業も本当

に厳しくなってくるのだろうなと思います。それを支えるのがやっぱり行政なのかなと思います。

そういう意味でも、いろんな意見を共有しながら、そして情報を発信しながらやっぱり企業とやっ

、 、 。ていくべきでないのかと そんな気がいたしておりますが その辺について再度お伺いいたします

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 ただいまのご質問にお答えいたします。小野和彦企画振興課長

議員のおっしゃるとおり、町内企業間の情報共有、あと情報発信、非常に必要なことだと思いま

すので、できる状況になりましたら進めていきたいと思っております。

以上です。

〇 ３番、齋藤充明議員。遠藤 満議長

〇 ぜひ早くお願いしたいと思います。例えば今ソーカという会社来ますよね。や３番齋藤充明議員

っぱりあれは福島イノベーション・コースト構想の中で新地町を選んだのでしょうけれども、そう

なると社員は県内から何名とかというやっぱり縛りがあるはずなのです。そうすると、ところがな
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かなか地元でそこに入るという人がいない。やっぱり今の若い人は地元に就職したくないのですよ

ね、多分。どこか遠くに行きたいというのが多いのかもしれません。そういう人をどう説得して、

ここはすばらしいのだというものを、いろんなものを付加させながら進めていく、そういう意味で

もやっぱりこの役場も一緒になって盛り上げてもらいたいという思いでございますので、よろしく

お願いしたいと思います。

３番目、駒ケ嶺駅前のトイレについての状況です。町長のおっしゃるとおりで、本当にご苦労さ

までしたというか、長い間の課題でしたので、これで大分合併浄化槽になって、ぽっちゃんトイレ

でない、くみ取式でない、そういう意味でも環境も整備されるという状況になってくるのかなと思

います。ただ、予算化した金額が1,800万円なのです。今の回答でも、男女別の１箇所だけのトイ

レだと。便器がこれしかないというと何かコンビニのトイレみたいなイメージですが、これで

1,800万円なのかと思いますが、トイレ自体はいくらなのか、合併浄化槽がいくらなのか、そして

その躯体工事がいくらなのか、どのように見積もってこの数字になったのか、その辺のご説明をお

願いしたいと思います。

〇 一つひとつ質問してください。一緒でやると分からなくなるから、一問一答で、場遠藤 満議長

所、金額、何とかとやったほうが分かりやすいと。再度お願いいたします。

〇 再度質問いたします。トイレの予算の内訳をお願いしたいと思います。３番齋藤充明議員

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

トイレの予算ですが、工事請負費で1,722万6,000円計上しておりまして、内訳につきましてはユ

ニットトイレの設置ということで約750万円。それから、造成工事で400万円。土留め、これ必要に

なるかどうか分かりませんけれども、約460万円。それから、給水、電気設備工事300万円。合併浄

化槽は一応５人槽を今想定しておりますけれども、210万円ということで、最大高くても1,720万円

かなと思っております。

以上です。

〇 ３番、齋藤充明議員。遠藤 満議長

〇 見た感じがやっぱり高いなと思います。今、内訳を聞いてなるほどと思いまし３番齋藤充明議員

たが、ただ５人槽で許可が下りるのでしょうか。便器２つだと５人槽くらいで公共でやっても許可

が下りるのか、その辺のところ確認しているのかどうかお願いします。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

合併浄化槽の人槽につきましては、その用途で建築基準法で何人槽という決めがあります。あと

は、実際の使用人数から何人槽という見方もできるということもありますので、相双建設事務所の

担当の方と今詳細に協議をしているところであります。
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以上です。

〇 ３番、齋藤充明議員。遠藤 満議長

〇 何か男女別１箇所しかないというと、同じく新地駅、これは御覧のとおり立派３番齋藤充明議員

なトイレになっています。男女別になって多目的もあるというのが、あれ2,900万円ぐらいで造っ

ているのですけれども、下水につなげて。それから見るとちょっと高上がりだなという気がしてな

らないのですけれども、やっぱりこんなものなのでしょうか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 金額については、先ほどご説明したとおりの金額を想定しております。小野和彦企画振興課長

以上です。

〇 ３番、齋藤充明議員。遠藤 満議長

〇 では、ありがとうございました。できるだけＪＲと協議をしながら、早めの設３番齋藤充明議員

置ができるようにお願いしたいと思います。よろしくお願いします。

以上です。

〇 これで３番、齋藤充明議員の一般質問を終わります。遠藤 満議長

引き続き一般質問を続けます。

７番、寺島浩文議員。

〔７番 寺島浩文議員登壇 （拍手）〕

〇 受付順位４番、議席番号７番、寺島浩文です。７番寺島浩文議員

さて、新型コロナウイルスの変異株、オミクロン株の感染が全国的に拡大しておりましたが、こ

こに来て感染者も減少傾向となり、このまま収束に向かってほしいと思うところであります。しか

し、感染症の専門家の方々からは、新たな変異株の出現などへの心配も報道されておりました。町

としても、感染予防の啓発は継続して行っていくべきだと思います。

さて、あの未曽有の大災害、東日本大震災から10年目となった昨年３月、町では今後10年間のま

ちづくりの指針となる第６次総合計画を策定し、現在様々な施策に取り組んでおります。今までの

一般質問でも何度も言いましたが、その施策を推進していく目的は将来の町の人口です。人口が減

少する影響は、長期的かつ多岐にわたります。生産者年齢の減少により労働力不足を招き、それに

伴い経済、産業活動が縮小し、町の税収が減少します。しかし、その一方で高齢化が進み、社会保

障の増加が見込まれ、財政がますます厳しさを増していきます。そうなれば行政サービスの低下に

もつながっていきます。町としても移住、定住施策を強力に推進し、町の人口を維持していくこと

を目指さなくてはいけません。私としては、移住者を増やすためには、まずは町のよさを知っても

らうことが重要と考えます。そのためには、交流人口を増やすことに取り組むべきだと思います。

その交流人口を増やすためにはまず受入れ態勢の強化が重要と考えますので、町の考えをお伺いし

たいと思います。
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それでは、通告に従い、一般質問に入ります。質問１です。町一番の観光地である鹿狼山周辺の

整備をということでお伺いします。１つ目ですが、2019年の大雨などにより、登山道が大分傷んで

おります。登山者からは、危険な場所もあるという指摘を受けております。現在のこのコロナ感染

が落ち着いたら登山者も増えることが予想されることから登山道の整備を急ぐべきだと思います

が、考えをお伺いします。

２番目です。鹿狼山周辺の駐車場ですが、私が見る限りいつも満車に近い状態です。昨年６月の

一般質問でも駐車場増設の質問が出ており、土地取得に向け検討しているということでした。そし

て、今定例会の当初予算には予算措置がされております。しかし、１の質問でも言ったように、コ

。 、ロナ感染が落ち着けば登山者が増えることが予想されます 駐車場増設を急ぐべきだと思いますが

現状はどのような状況なのかお伺いいたします。

質問２です。釣師防災緑地の受入れ態勢についてお伺いします。１つ目ですが、２番議員からも

質問がありましたけれども、釣師防災緑地公園利用者または管理人からは、トイレの増設、シャワ

ー施設の整備、または軽食でもいいので、飲食ができる施設の整備の要望が出ております。トイレ

については、オートキャンプ場の開場日には満車になることが多く、トイレが１つでは足りないと

いうクレームが出ているということでした。また、シャワー施設については、パンプトラックコー

スまたはオートキャンプ場、海水浴場なども隣接していることから、要望する声が多くなっており

ます。また、飲食施設については、防災緑地内の各施設を利用したときに、軽食でもいいので、食

事を取れる場所が欲しいという要望が出ております。いずれももっともな要望だと思います。整備

を検討するべきだと思いますが、考えをお伺いいたします。

２つ目ですが、オートキャンプ場は現在冬期間は閉鎖しておりますが、今世の中では冬キャンプ

がはやっております。冬は寒くて人が来ないのではないかと考えるかもしれませんが、冬は冬で冬

にしか見られない景色があります。とりわけ冬の夜空などは非常にきれいだということで人気があ

ります。それなりの利用客もあると思いますので、冬場の開場も検討するべきだと思いますが、考

えをお伺いいたします。

３番目ですが、１、２の質問の利用者の要望に応えた上で、利用者の満足度を上げ、町の負担を

軽減するためにも防災緑地公園の管理を指定管理者制度やＰＦＩ方式などの民間のノウハウを導入

した制度の早期導入を目指すべきだと思いますが、考えをお伺いいたします。

質問３でございます。スポーツ合宿についてお伺いします。我が町では、既存のスポーツ施設の

ほかに、震災後新たに整備されたフットサル場やパンプトラック施設などスポーツ施設は充実して

おります。観光協会と連携し、スポーツ合宿と観光を融合させ、現在コロナ禍で厳しい状況にある

、 、町内の宿泊施設とも連携し このスポーツ合宿の誘致に力を入れていくべきだと思いますけれども

考えをお伺いいたします。

質問４であります。観光協会の強化をということでお伺いいたします。１つ目です。観光協会は
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現在、人員不足、人材不足のため土日の営業ができないなど、観光客の受入れ態勢が整備されてい

。 、 。 、ません これでは観光協会を駅前に配置し 観光案内所を開設した意味がありません 現在国では

地域おこし協力隊、地域活性化起業人制度あるいは企業版ふるさと納税の人材派遣型など民間から

の人材を派遣する制度がありますので、そういった民間のノウハウを活用する制度を大いに活用し

て観光協会の強化を図ってはいかがでしょうか、考えをお伺いいたします。

２番目です。町では以前、平成28年から30年頃ですか、観光ボランティアの育成事業を行ってお

りました。しかし、その方々の活躍の場が見られません。せっかく研修等を行ってボランティアガ

イドを育成したわけですから、ぜひその方々を活用すべきだと思います。さきの質問でも言ったよ

うに、観光協会は人員不足です。マンパワー不足を少しでも補うためにもボランティアガイドを活

用するべきだと思いますが、考えをお伺いいたします。

質問は以上です。

〇 大堀武町長。遠藤 満議長

〔大堀 武町長登壇〕

〇 ７番、寺島浩文議員の質問にお答えをいたします。大堀 武町長

初めに、交流人口の受入れ態勢強化をの１点目、鹿狼山周辺の整備を。町一番の観光地、鹿狼山

の登山道が大雨等で傷んでいる。アフターコロナに向け、整備を急ぐべきではについてですが、鹿

狼山はふくしま緑の百景にも選定されており、四季を通じて自然と登山を楽しめること、また福島

市、いわき市、仙台市からも車で１時間程度の距離にあること、さらに鹿狼山頂上まで約40分と登

山者にとってちょうどよい登山、散策コースとなっており、平日をはじめ週末には非常に多くの登

山者が訪れる観光名所となっております。山頂まで続く４つのコースを整備しており、広葉樹林が

広がる美しい自然の姿をめでることができます。昨年の大雨等で眺望コースの一部が傷んでいるこ

とから補修整備に係る費用を令和４年度当初予算に計上しており、早い段階で修繕を行いたいと考

えております。

次に、駐車場については、いつも満車状態である。さらなる駐車場増設を急ぐべきではないかに

ついてですが、現在も登山道入り口の駐車場には26台分のスペースを整備しておりますが、年間を

通じて多くの方が登山に訪れることもあり、特に週末には駐車場が不足しており、暫定的に民有地

をお借りし、駐車させていただいております。駐車場整備には新たな土地が必要となってくること

から、土地所有者と協議しております。協議がまとまりましたら鹿狼山駐車場整備の基本設計を進

めたいと考え、令和４年度当初予算に費用を計上しているところであります。

次に、釣師防災緑地の受入れ態勢強化の１点目、利用者からトイレの増設やシャワー施設、飲食

施設の要望が出ている。整備を検討すべきではについてですが、トイレの増設及びシャワーの設置

につきましては、２番、寺島博文議員にお答えをしたとおり、公園にはオートキャンプ場周辺以外

にも子どもの広場とパンプトラック脇に外トイレがあります。これまでは夜間の利用はできないこ
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とにしておりますが、トイレが足りないという要望は以前より届いておりましたので、キャンプ営

業日については今後夜間の利用ができるようにすることの検討をしているところであります。増設

については、このキャンプ場周辺以外２箇所の夜間運用状況を見ながら今後検討してまいります。

シャワーの設置につきましては、当町には日帰り入浴ができる施設があります。キャンプ場からは

離れておりますが、移動することにより民間施設の利用などによる経済効果も期待されますので、

現在のところシャワーの設置は考えておりません。飲食施設につきましては、現在パークセンター

内において公園管理を委託している業者が自主事業としてスイーツやソフトドリンク、ワインなど

を販売しております。また、本年度初めて民間の団体による屋台の出店をいただいたという経緯も

ございますので、民間による飲食の場の提供をサポートするなどの形で連携してまいりたいと考え

ております。

２点目のオートキャンプ場は、冬季は閉鎖しているが、今冬キャンプが流行している。冬場の開

場を検討すべきではについてですが、キャンプ場利用者のアンケートでも冬キャンプの要望があり

ます。これまでもその要望に応えるべく、通常11月までの営業を昨年度、本年度は12月まで延長を

いたしました。上旬は比較的利用者がありますが、下旬になるとやはり寒さが厳しくなり、また風

も強くなってまいりますので、減少傾向となっております。当町の冬は、ＪＲ常磐線が不通になる

など風が強い地域であることや昨年の12月には１区画のみの利用しかなかった週もあったことなど

から、冬キャンプについては慎重に検討する必要があるものと考えております。

３点目の指定管理者制度やＰＦＩ方式など民間のノウハウを導入した制度の早期導入を目指すべ

きではないかについてですが、町では民間のノウハウを活用した制度である指定管理者制度の導入

に向け、検討を重ねております。令和２年９月議会及び同年12月議会でも答弁しているとおり、開

園して間もないことや新型コロナウイルス感染症の影響で指定管理の協定内容を定めるための材料

が乏しいことなどから、時間をいただいている状況であります。今後これを踏まえながら検討を重

ねて導入を目指してまいります。

３点目の町内の宿泊施設や観光協会と連携し、スポーツ合宿の誘致に力を入れるべきではないか

についてですが、昨年度より新地町観光協会及び相馬市の相馬スポーツツーリズム推進協議会と連

携し、新地町及び相馬市への合宿の誘致を進めております。具体的には、新地・相馬エリアを対象

としたガイドブックを合同で作成、ＰＲしているところです。ガイドブックの中には、駅前フット

サル場、町民野球場、総合体育館、しんちパンプトラックなどのスポーツ施設の概要や町内５つの

。 、 。宿泊施設の情報を掲載しております 宿泊施設の中には 合宿プランを設けている施設もあります

引き続き、町内の宿泊施設や観光協会及び相馬市の関係団体等とも連携しながらスポーツ合宿の誘

致を進めてまいります。

４点目の観光協会の強化をの、人材不足のため土日の営業ができないなど、受入れ態勢が整備さ

れていない。地域おこし協力隊、地域活性化起業人制度、企業版ふるさと納税（人材派遣型）など
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人材を派遣する制度を活用し、観光協会の強化を図ってはについてですが、２番、寺島博文議員の

質問にお答えしたとおり、土日、祝日の稼働については人員の体制確保が必要と考えております。

そういった点を考慮し、可能な範囲から稼働していきたいと考えております。地域おこし協力隊に

ついては新年度予算にも計上しており、引き続き募集してまいります。また、ご提案のありました

そのほかの制度等につきましても、既に実施している自治体の事例も確認しながら調査研究してい

きたいと考えております。

次に、以前にボランティアガイドの育成を行っていたが、活用されていない。観光協会のマンパ

ワー不足を補うためにも活用してはどうかについてですが、町では平成28年度に町の歴史や見どこ

ろ、震災と復興を紹介する語り部など新地のおもてなし案内人を務めるボランティアガイドの育成

を図るため 新地のおもてなし案内人ボランティアガイド育成講座を開催しました また 平成29年、 。 、

度から30年度にかけ、ボランティアガイドの研修、ワークショップやガイド体験を実施し、新地町

観光ボランティア隊隊員として11名の方に認定書を交付いたしました。隊員のうち２名は町観光協

会で観光業務に従事しており、他の方々についても意向を確認しながら活動につなげていければと

考えております。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 再質問いたします。７番寺島浩文議員

まずは、鹿狼山周辺の整備ということで、まず登山道の整備ということです。大雨等ここ近年何

度かあって、眺望コースですか、こちらが大分傷んでいるということでした。この登山道の整備、

最初確認ですが、予算委員会では企画振興課でご説明ありましたが、これいろいろ調べると登山道

の設定いろんなところで、決まったあれはないのですよね。これ企画振興課あるいは農林水産課と

いうこともあるのでしょうけれども、確認としてこれ企画振興課でやるということでよろしいので

すね。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

鹿狼山登山道の修繕は、企画振興課で実施いたします。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 では、企画振興課でやるということでよろしいですね。整備を急ぐべきだとい７番寺島浩文議員

うことで通告しているのですが、もう間もなく登山に、春に近づいてきたのですが、予定としては

いつ頃を予定しているのか、この辺お伺いしたいのですが。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 予定としては令和４年度の当初予算で計上させていただいておりますの小野和彦企画振興課長

で、予算がいただければ新年度早い段階で、できるだけ早い段階で着手したいと思っております。
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以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 本当に登山にはいい季節になりますので、新年度早い時期にお願いしたいと思７番寺島浩文議員

います。

確認ですが、そこの登山道、眺望コースは、傷み具合から見ると業者に発注するものと思います

けれども、あそこのコースは石段というのですか、あれが多いコースです。当初予算で100万円の

予算でした。質問２の駐車場の整備の金額からすると大分低いのですけれども、100万円で充分に

あそこは整備できるのか、その辺の確認をお願いしたいと思います。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 修繕の部分はボランティアの方では難しいと思いますので、事業者の方、小野和彦企画振興課長

土木会社の方にお願いしたいと思っていまして、予算もその金額でできると思っております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 課長今言ったとおり、本当に一番の観光地ですので、整備しっかりお願いしま７番寺島浩文議員

す。

次に、駐車場についてお伺いします。これは予算委員会でも予算措置されていましたので、いろ

いろお伺いしましたけれども、改めて整備を予定している場所はどこなのかお伺いしたいと思いま

す。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

整備予定地は、今の鹿狼山の登り口に既存の駐車場ありますけれども、その付近の土地でありま

す。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 今の駐車場の東側周辺ということで理解しているのですけれども、あの場所の７番寺島浩文議員

付近、私も早く整備はしてほしいのですが、あそこの当初の予算で出てきているのが、調査測量設

計で2,600万円でしたか。そのほかにも用地買収、あとは造成工事等入ってくるのですが、結構高

額になるのではないかなと思ってその辺は心配しているのですが、大まかなところでどのくらいの

予算トータルで見ていますか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

来年度2,600万円の測量調査、設計費計上させていただいておりますので、そこの部分で地形の

測量とか、あとは駐車場の設計ありますので、その設計をしてみて費用が出てくると思っておりま
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すので、今特にちょっといくらとお答えできません。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 正確には分からないということですが、今言った当初の部分だけでも2,600万７番寺島浩文議員

円かかるということですので、単純に考えて結構かかるのではないかなとは思っております。あの

場所というのは結構今の駐車場の近くですから、傾斜がきついところなのではないかなと思うので

す。そのため土留めとかの工事が必要な場所なので、整備費なんかも高額になるのではないかと思

うのです。もっと下の平場のところ、平らなところとか、土留めの必要のないところは検討はされ

なかったのでしょうか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

ほかの場所の検討ということですけれども、町では登山者の方の利便性を考慮しまして、また民

地をお借りして実際使っている部分がありますので、そこがいいだろうということで、そこで実施

したいと考えております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

、 、〇 近いほうが確かにいいかもしれませんが 今言った費用の面とかを考えますと７番寺島浩文議員

あるいは登山者というのは歩くのが基本的に好きな人でしょうから、多少ちょっと東側でもよかっ

たのではないかなという気はしております。これからでしょうけれども、今言ったような理由で変

更の余地なんかはあるのですか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 場所の変更の余地というのは考えておりません。先ほど説明した登山口の小野和彦企画振興課長

近くで新しく駐車場を造成したいと考えております。東側にも今１箇所駐車場ありますけれども、

こちらの利用についても利用してもらうように周知していきたいと考えております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 何度もして申し訳ないですけれども、やっぱり高額になるのが、早く整備はし７番寺島浩文議員

てほしいのですが、高額になるのもちょっと心配だというところありますので、充分に少ない金額

で抑えられるようにお願いしたいと思います。

次に入ります。防災緑地の受入れ態勢強化です。３つ質問しましたけれども、最初の１、２の質

問でオートキャンプ場の冬季開場とか、あと利用者の満足度を上げてやっぱり負担を軽減する、今

言ったいろんな設備もそろえて、そして町の負担も軽減していくということを考えていくと、やっ

ぱり民間のノウハウを導入した指定管理者制度、今指定管理者制度を検討していくということだっ
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たという回答でした。ただ、民間ってやっぱり利益を出さなくてはいけないわけです。事業者に指

定管理者制度、そういったところに手を挙げてもらわなくてはいけないということになると思うの

ですけれども、業者にすれば実際どのくらいの利用者がいるのだということが知りたいところだと

思うのですけれども、現在のところはどのくらいいらっしゃいますかね、年間。

〇 小野好生建設課長。遠藤 満議長

〇 それでは、ただいまのご質問にお答えいたします。小野好生建設課長

令和２年の４月からフルオープンということで、令和２年度、３年度と経過いたし、間もなく２

年が経過いたしますが、平均しますと４万人前後で推移しております。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 ４万人前後ということでした。ただ、今後、今回の当初予算にも出てきました７番寺島浩文議員

ドッグランの施設も整備するという計画もあるようですし、コロナが収まってくれば利用者も増え

てくることが予想をされます。４万人で満足はしていないとは思うのですけれども、私はちょっと

分かりませんけれども、町として目標の数字、指定管理受けてもらうくらいの数字というのは、目

標数字というのはあるのでしょうか。

〇 小野好生建設課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野好生建設課長

指定管理を受けてもらえる数字というのは持ってございません。

以上でございます。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 でも、やっぱり先ほど言ったように、民間業者は利益を出さなくてはいけない７番寺島浩文議員

ということは、やはり多くの利用者がいなくてはいけないということになるのだと思います。当初

あの防災緑地を造るときの年間目標というのは20万人と議会でも聞いていたのですけれども、その

20万人にいけるかどうかということもありますけれども、ただ今後のそういう施設整備あるいは利

用者増加というのが見込まれると思いますので、ぜひそういった数字をうまく活用して事業者の公

募を行ったらどうなのでしょうか。

〇 小野好生建設課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野好生建設課長

利用者の数字を活用してという今ご質問なのですけれども、ＰＦＩ等々につきましてはプライベ

ート・ファイナンス・イニシアチブなので、民間の資本を利用して民間主導で行うというのがＰＦ

、 、 。Ｉ ご承知のとおりだと思いますが その中のくくりの中に指定管理者制度というのがございます

むしろ逆に、民間がこの釣師防災緑地という公園をどのように見て、イニシアチブが取れるかとい

うところの判断を逆にしていただけるのがＰＦＩなのかなと私は思っていますので、そういった部

分のＰＲはしていきたいと思っております。
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以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 課長から逆の発想的なこともありましたので、まずは先ほど言ったように利用７番寺島浩文議員

者をどんどん増やして、指定管理者になるか、ＰＦＩになるかということはありますけれども、や

はり町の負担も少なくなるでしょうから、そういった面でぜひうまく事業者の募集をお願いしたい

と思います。

スポーツ合宿についてお伺いします。答弁では、新地・相馬版のガイドブックあるいは動画なん

かもやっているようですけれども、この新地・相馬版、成果としてどのくらいこれで出ましたか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

成果ということでございますが、施設の問合せは数件ありましたけれども、実際スポーツ合宿に

至った成果としては、実績はありませんでした。施設の修繕中ということもあったと思います。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 そういったガイドブック等ではあまり成果がなかったということです。とすれ７番寺島浩文議員

ば、何かしらの方法を考えなくてはいけないのですけれども、以前相馬市なんかでは、今はやって

いないようですけれども、スポーツ合宿に対して１人１泊2,000円の助成とかを出した時期もあり

ました。この時期新地は、これは同じようにやっていたのでしょうけれども、新地はやっていたの

でしょうか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

新地町では、そういった助成はやっておりませんでした。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 そういう優遇策もやっていなかったということです。ただ、やっぱり最初の質７番寺島浩文議員

問で言うように、やっぱりスポーツと併せて観光もということで、これで交流人口を増やそうとい

う、私は増やせるのではないかと思っているのですが、今言ったようにあまり成果が出ていないと

いうことになると、何か新たな対策、取組というのは考えていますでしょうか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 新たな取組ということでは、今新型コロナウイルスもまだ収まっておりま小野和彦企画振興課長

せんですし、まだ今のところ町では新たな取組ということは特に考えておりません。

以上です。

〇 佐々木孝司教育長。遠藤 満議長
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〇 スポーツ関係も新地町活性化ということで、中体連も柔道競技、これはもう新佐々木孝司教育長

地町でやるということが決まっていたのですが、総合体育館だけ空けておいたのです。ほかはみん

な、アリーナでも、体育館でも、南相馬も全部塞がっていますから、コロナで。ここでできるなと

思っていたら地震があったりして駄目になったわけですが、そういった意味で外部にも呼びかけた

りしながら、学校体育でも強く競技団体を誘致してまいりたいと思っていますので。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 ぜひ学校関係でも誘致をお願いしたいと思います。７番寺島浩文議員

ひとつこれ可能かどうかお伺いしたいのですが、一番最初に出ました新地・相馬版のガイドブッ

ク、動画、こういうのは出しているというのは分かりましたが、これを一緒に出すと、こう言うと

あれですけれども、宿泊施設等はもう圧倒的に相馬市が多いわけです。そうなると、相馬市側に結

構流れているのではないかと。例えばパークゴルフなんかの冬場に北の方から来る方々とか、そう

いう感じになっているような気もしています。今のものでいいので、そのガイドブックとか動画な

どを新地町独自のものにできるというものは作れないのでしょうか。これ技術的にどうなのでしょ

う。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

一番初め町長がお答えしたとおり、新地と相馬と相馬協議会でこういったガイドブックを作って

やっておりますので、町独自でこういった合宿のガイドブックを作るということは今のところ考え

ておりません。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

、 、〇 なかなか成果も出ていないし 新たな取組も何か聞こえてこないものですから７番寺島浩文議員

どうしたらいいものなのかなというところもあります。確かに先ほどのガイドブック、最近になっ

てやっと新地のホームページに載ったようです。それ載せるだけでは駄目ですので、これはご提案

として申し上げますけれども、そういったガイドブック等ターゲットを絞って、実業団とか大学、

高校、中学でもいいのですけれども、そういったスポーツチームに資料を送って合宿の誘致を行っ

てみてはどうですか。そういった手法は可能ではないでしょうか。これは、あくまで提案です。回

答できる部分があればお願いします。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

今、議員からいただいたご提案参考にさせていただいて、今後活用できればと思っております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長
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〇 ぜひやってみていただきたいと思います。もう一番最初に言ったように、スポ７番寺島浩文議員

ーツ施設は充実していますので、新地町。スポーツ合宿で交流人口を増やしていただいて、そうし

ますと町内の宿泊施設にもやっぱり波及しますので、ぜひお願いしたいと思います。

観光協会の強化に移ります。観光業界の人員不足、そこに先ほど言ったような民間企業からの人

材派遣ということでお伺いしたわけですが、まず最初に地域おこし協力隊、これは今年度の予算に

も計上されていました。ただ、今までもずっと募集はしていたはずです。ただ、なぜこれ人材確保

できないのでしょうか。４年度やるということであれば、何か工夫ですとか、新たな取組ですとか

あるのでしょうか、お伺いします。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

地域おこし協力隊については、募集を続けております。地域おこし協力隊につきましては、まず

誘致する自治体の条件によって来ていただける方の場所が変わっております。新地町ですと、来て

いただける対象になるのが首都圏とか、あと大阪とか、名古屋とか、そういった人口の多いところ

からでないとならないということになります。一方、過疎地の市町村とかですと日本全国どこから

でも、極端に言えば隣の自治体からでもいいというようなこともあります。そういったことでなか

なか新地はほかの自治体から見れば難しいという状況になっておりますけれども、できるだけ来て

いただけるように募集も工夫はしてまいりたいと思っております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 先ほど言ったように、やっぱり今までと同じではせっかくの人材も確保できな７番寺島浩文議員

いのではないかと思うわけです。これ例えばですけれども、今までと条件、待遇面とか変えて出さ

ないと同じことになるのではないでしょうか、集まらないと。その辺ぜひ新たな取組を考えなくて

はいけないのではないでしょうか。いかがでしょうか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 私としては、待遇面というよりも、今の募集の内容がちょっとある意味で小野和彦企画振興課長

言えば大ざっぱというか、よく理解してもらえないのかなと思っております。新地に来たらこうい

ったことができるとか、新地の人はこういったことをやってほしい人を求めているとか、少し具体

に出せればそういったところが、興味のある方が来ていただけるのかなと思っておりますので、総

務省のご担当の方とか、そういった方とも協議しながら、参考にさせていただきながらやっていき

たいと思っております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 待遇面よりもそちらでいろいろ工夫をするということでしたので、ぜひいい人７番寺島浩文議員
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材を確保して、ただ一番最初の町長の答弁にはなかったのですが、私は最初の質問でそういった人

、 、 （ ）、材を活用して今の地域おこし協力隊 地域活性化起業人制度 企業版のふるさと納税 人材派遣型

これで人材確保したら観光協会に派遣してもらいたいということで通告出していると思うのです

が、それでよろしいのですね、確保できた場合。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

確保というか、その募集の段階で観光協会でどういったことをやっていただきたいかということ

を想定して声がけというか、募集、そういったことをしたいと思っています。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 ぜひ観光協会も本当に、２番議員からも出たように、人材不足、人員不足とい７番寺島浩文議員

、 。うことあるようですので いい人材確保して新地町の観光しっかり対応をお願いしたいと思います

最後、観光ボランティア隊ですか、先ほど回答ありましたように、11名の方を育成して、そのう

ちの２名の方は今観光協会にいるということですよね。そのほか９名なのでしょうが、その９名の

方既にもしかしたら町内に住んでいない方もいるかもしれませんけれども、実際何人の方がボラン

ティア隊として活動していただけるのか、その辺というのは把握はしているのでしょうか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 観光ボランティア隊は11名ということで町長お答えしまして、２名が観光小野和彦企画振興課長

協会で今実務をしていただいております。議員おっしゃるとおり、新地町には今居住していない方

もおります。あと年数もたっておりますので、今時点でどれだけの方が活動していただけるかとい

うのは把握しておりません。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 把握していないと。実際今のお答えですと、下手すれば９人全然もう活用でき７番寺島浩文議員

ない可能性だってあるわけです。新たな方の育成とか、もう一度育成事業をやるとか、そういう考

えはあるのですか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 新たな育成という部分のことでありますけれども、今後の必要性によって小野和彦企画振興課長

それは検討していきたいと考えております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 ぜひその状況を確認していただいて、そのボランティア隊の中には、せっかく７番寺島浩文議員

研修等を行ったのに全然活躍の場がないと言っている人も中にはいますので、そういった方々にも

もう一応声をかけていただいて、先ほど言ったような観光協会の少し力になっていただければと思
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っていますので、ぜひお願いしたいと思います。

一番最初に戻りますが、交流人口なくしてやっぱり新地のよさは知ってもらえないと思いますの

で、ぜひそこのところ、企画振興課だけではありませんので、ほか全課挙げて取り組んでいただけ

ればと思います。

以上で終わります。

〇 これで７番、寺島浩文議員の一般質問を終わります。遠藤 満議長

◎散会の宣告

〇 以上で本日の日程は全部終了しました。遠藤 満議長

これで散会いたします。

ご苦労さまでした。

午後 ２時５１分 散 会
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追加日程第１ 会期延長の件について
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午前１０時０３分 開 議

◎開議の宣告

〇 これから本日の会議を開きます。遠藤 満議長

ただいま出席している議員は12名であります。

◎日程の変更について

〇 本来であれば、ここで一般質問を行うところでありますが、本日、一般質問通告者遠藤 満議長

の２名から「３月16日発生の地震による被害者に対し、町と議会が一丸となって災害復旧に努める

ため」として、一般質問取下申出書が提出されました。議会運営委員会において審議の結果、日程

を変更し、一般質問取下申出の件を日程第１としたいと思います。ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、日程を変更し、一般質問取下申出の件を日程第１とすることに決定しました。

◎一般質問取下申出の件について

〇 日程第１、一般質問取下申出の件を議題とします。遠藤 満議長

お諮りします。一般質問取下申出の件について、許可することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、一般質問取下申出の件については、許可することに決定しました。

◎日程の追加

〇 お諮りします。遠藤 満議長

会期延長の件を日程に追加し、追加日程第１として議題にしたいと思います。ご異議ありません

か。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

、 、 。したがって 会期延長の件を日程に追加し 追加日程第１として議題とすることに決定しました

追加日程配付のため、暫時休議いたします。

午前１０時０４分 休 憩

午前１０時０５分 再 開

〇 それでは、再開します。遠藤 満議長
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◎会期延長の件について

〇 追加日程第１、会期延長の件についてを議題とします。遠藤 満議長

お諮りします。本定例会の会期は、３月18日までと議決されていますが、早急な震災対応が必要

なため、３月31日までの13日間延長したいと思います。ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、会期は３月31日まで13日間延長することに決定しました。

◎散会の宣告

〇 以上で本日の日程は全部終了しました。遠藤 満議長

これで散会いたします。

大変ご苦労さまでした。

午前１０時０５分 散 会
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令和４年第２回新地町議会定例会

議 事 日 程 （第４号）

令和４年３月２２日（火曜日）午後２時１５分開議

追加日程第１ 議案の報告上程

追加日程第２ 提案者の説明

第 １ 議案第 ６号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

第 ２ 議案第 ７号 新地町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

第 ３ 議案第 ８号 新地町東日本大震災等による被災者に対する国民健康保険税及び介護保険料

の減免に関する条例の一部を改正する条例について

第 ４ 議案第 ９号 新地町立小学校及び中学校条例の一部を改正する条例について
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契約について
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契約について

第 ８ 議案第１３号 新地町特定環境保全公共下水道新地処理区災害復旧工事（３工区）請負変更

契約について

第 ９ 議案第１４号 新地町総合公園（総合体育館・テニスコート）災害復旧工事請負変更契約に

ついて

追加日程第３ 議案第２９号 土地の取得について

第１０ 議案第１５号 令和３年度新地町一般会計補正予算（第８号）について

第１１ 議案第１６号 令和３年度新地町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

第１２ 議案第１７号 令和３年度新地町介護保険特別会計補正予算（第２号）について

第１３ 議案第１８号 令和３年度新地町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

第１４ 議案第１９号 令和３年度新地町公共下水道事業特別会計補正予算（第５号）について

第１５ 議案第２０号 令和３年度新地町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）について

第１６ 議案第２１号 令和３年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計補正予算（第３号）につ
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第１８ 議案第２３号 令和４年度新地町国民健康保険特別会計予算について
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第２５ 陳情審査委員長報告

第２６ 意見書（案）について

第２７ 閉会中の継続審査の申し出

第２８ 閉会中の所管事務等調査の申し出
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午後 ２時１５分 開 議

◎開議の宣告

〇 皆さん、これから本日の会議を開きます。遠藤 満議長

ただいま出席している議員は12名であります。

◎日程の追加

〇 次に、議事日程はお手元に配付のとおりでありますが、町長から追加議案２件の提遠藤 満議長

出がありました。

お諮りします。これを日程に追加したいと思います。ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、追加議案２件を日程に追加することに決定しました。

ここで追加議事日程配付のため、暫時休議をいたします。

午後 ２時１５分 休 憩

午後 ２時１６分 再 開

〇 それでは、再開いたします。遠藤 満議長

◎議案の報告上程

〇 追加日程第１ 議案の報告上程については ただいま町長から提出された議案第29号遠藤 満議長 、 、

及び議案第30号の２件を上程いたします。

◎提案者の説明

〇 追加日程第２、町長に提案理由の説明を求めます。遠藤 満議長

大堀武町長。

〔大堀 武町長登壇〕

〇 本日追加提案しました議案について、ご説明申し上げます。大堀 武町長

初めに、３月16日、午後11時36分頃に発生した福島県沖を震源とするマグニチュード7.3の地震

では、福島、宮城両県の太平洋沿岸に津波注意報が発令され、町内においては震度６弱を記録し、

激しい揺れによって多数の家屋損壊や町内全域に及ぶ停電、断水、道路の亀裂や公共施設等の損壊

など、甚大な被害が発生しました。町では、直ちに災害対策本部を設置し、避難所の開設や、給水

支援については自衛隊へ災害派遣要請を行いました。損壊住宅への対応としては、ブルーシートや

土のう袋の配布、災害ごみの受入れ、損壊道路・ため池・構造物の確認など、応急措置対応に当た
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っているところであります。

詳細な被害調査はこれからになりますが、けが人など人的な被害は報告されていません。引き続

き、被災者支援と復旧対応に当たってまいります。

さて、臨時会には、別添付議事件でお示しをいたしましたとおり、土地の取得についてなど、２

件の議案について、ご提案いたしております。

初めに、議案第29号 土地の取得については、鹿狼山駐車場整備拡張事業に係る用地として、新

地町杉目字飯樋49番地１ほか６筆、9,801.86平方メートルを取得するに当たり、土地売買契約を締

結するため、地方自治法第96条第１項第８号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処

分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものであります。

次に、議案第30号 令和３年度新地町一般会計補正予算（第９号）につきましては、令和４年３

月16日発生の福島県沖を震源とする地震災害に関する被災者支援事業や復旧事業として、歳入歳出

それぞれ１億600万円を追加し、歳入歳出それぞれ83億4,000万円とするものであります。

歳入補正では、繰入金で、財政調整基金繰入金１億600万円を増額しております。

歳出補正では、民生費で、災害家屋等見舞金支給事業や避難所運営に係る災害救助費などで

9,495万円、土木費で、原材料費などで305万円、災害復旧費として800万円をそれぞれ増額してお

ります。

以上、追加議案について、ご説明申し上げましたので、よろしくご審議の上、御議決を賜ります

ようお願い申し上げます。

中頃に「さて、臨時会には」ということで書いておりますが 「追加議案説明の」ということで、

お願いしたいと、臨時会だけではなくて、追加議案説明と修正していただければと思います。すみ

ません。よろしくお願いします。

〇 提案理由の説明が終わりました。遠藤 満議長

ここで暫時休憩をいたします。

午後 ２時２２分 休 憩

午後 ２時２２分 再 開

〇 それでは、再開します。遠藤 満議長

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎議案第６号の質疑、討論、採決

〇 日程第１、議案第６号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についてを遠藤 満議長

議題とします。

これから質疑を行います。
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〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第６号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第６号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例については、原案のと

おり可決されました。

◎議案第７号の質疑、討論、採決

〇 日程第２、議案第７号 新地町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について遠藤 満議長

を議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第７号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第７号 新地町国民健康保険税条例の一部を改正する条例については、原案の

とおり可決されました。

◎議案第８号の質疑、討論、採決

〇 日程第３、議案第８号 新地町東日本大震災等による被災者に対する国民健康保険遠藤 満議長

税及び介護保険料の減免に関する条例の一部を改正する条例についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「
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〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第８号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第８号 新地町東日本大震災等による被災者に対する国民健康保険税及び介護

保険料の減免に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。

◎議案第９号の質疑、討論、採決

〇 日程第４、議案第９号 新地町立小学校及び中学校条例の一部を改正する条例につ遠藤 満議長

いてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第９号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第９号 新地町立小学校及び中学校条例の一部を改正する条例については、原

案のとおり可決されました。

◎議案第１０号の質疑、討論、採決

〇 日程第５、議案第10号 公の施設の指定管理者の指定についてを議題とします。遠藤 満議長

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。
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〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第10号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第10号 公の施設の指定管理者の指定については、原案のとおり可決されまし

た。

◎議案第１１号の質疑、討論、採決

〇 日程第６ 議案第11号 新地町特定環境保全公共下水道新地処理区災害復旧工事 １遠藤 満議長 、 （

工区）請負変更契約についてを議題とします。

これから質疑を行います。

10番、井上和文議員。

〇 ここから下水道３本、請負の変更契約ということです。ご案内のように地震で10番井上和文議員

この請負変更契約をしてすかっとやる予定がやっぱり大きく崩れてきたのかなと思いますけれど

も、議会で可決をしても、実際は今調査中だと思いますけれども、工事の流れ、こういうのがどう

いうふうに進むのか。あるいは、査定の流れ、去年の部分のやつで途中でこうなったと。でも、去

年は去年でまだやって、まだまだ掘ったくってやるということにはならないと思いますので、これ

の効果的な進捗の在り方、さらにはその一つ一つがやっぱり町民の生活、交通のあれも非常に左右

しますので、この辺今こういった被災状況ですから、充分に配慮して進んで埋めていただければと

思いますので、これについてご説明をいただきたい。

〇 岡崎利光副町長。遠藤 満議長

〇 ただいまの公共下水道の今後の復旧の在り方といった部分においてご説明させて岡崎利光副町長

いただきたいと思います。

この災害に関しては、今回議案にあります部分に関しては令和３年災といった部分、今回に関し

ては令和４年災といった使い分けが出てくるかと思います。ただ、そういった中で我々自治体側も

国に対して、やはりそれはそれというような形でなく、一つの震災の継続だといった形の中で、二

、 。度手間をしないような形の中で協議で進めて 早めに復旧を終わらせていきたいと思っております

また、これに関連しまして道路関係もやはり影響が出てくるということで、省庁関係の中で複合災

害というような部分が認めてもらえるような形の中で今後国、県なりに要望して、生活基盤の安定

を求めていきたいなと思っております。

以上です。
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〇 ほかにありますか。遠藤 満議長

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第11号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第11号 新地町特定環境保全公共下水道新地処理区災害復旧工事（１工区）請

負変更契約については、原案のとおり可決されました。

◎議案第１２号の質疑、討論、採決

〇 日程第７ 議案第12号 新地町特定環境保全公共下水道新地処理区災害復旧工事 ２遠藤 満議長 、 （

工区）請負変更契約についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第12号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第12号 新地町特定環境保全公共下水道新地処理区災害復旧工事（２工区）請

負変更契約については、原案のとおり可決されました。

◎議案第１３号の質疑、討論、採決

〇 日程第８ 議案第13号 新地町特定環境保全公共下水道新地処理区災害復旧工事 ３遠藤 満議長 、 （

工区）請負変更契約についてを議題とします。

これから質疑を行います。
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〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第13号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第13号 新地町特定環境保全公共下水道新地処理区災害復旧工事（３工区）請

負変更契約については、原案のとおり可決されました。

◎議案第１４号の質疑、討論、採決

〇 日程第９、議案第14号 新地町総合公園（総合体育館・テニスコート）災害復旧工遠藤 満議長

事請負変更契約についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第14号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第14号 新地町総合公園（総合体育館・テニスコート）災害復旧工事請負変更

契約については、原案のとおり可決されました。

◎議案第２９号の質疑、討論、採決

〇 追加日程第３、議案第29号 土地の取得についてを議題とします。遠藤 満議長

これから質疑を行います。

７番、寺島浩文議員。

〇 土地の取得について 先ほど全員協議会でもご説明をいただきました 9,800平７番寺島浩文議員 、 。
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方メートルに100台の増設を見込むということでございました。全協の中でもありましたが、100台

にしては非常に広い面積ということのお話がございました。町で土地を取得するということはよろ

しいのですが、ただその100台でも充分本当は余りあるぐらいの土地ですが、その土地の残りとい

いますか、有効に活用しなくてはいけないとは思うのですが、100台以外に将来的に、今回100台と

いうことでしょうけれども、将来的にもっと増設するのか、あるいは全協の中でもありましたよう

に別の利用の仕方も将来的なビジョンとしてあるのかどうか、その辺お考えがあるのかどうかお伺

いしたいと思います。

〇 岡崎利光副町長。遠藤 満議長

〇 土地の活用状況だと思います。先ほど全協でも申し上げましたとおり、最低でも岡崎利光副町長

100台は確保したいということであります。まだ土地関係等に余裕部分があるのであれば、まずは

駐車場として確保する部分で行っていきたいと思います。その後に駐車場の中でさらに何らかの有

効活用ができる目的関係等があれば用途の変更とか、そういった部分の中で使い勝手のよい使用を

していきたいと思います。まずは、くどいようでありますけれども、最低限の100台の確保、さら

に土地活用ができれば駐車場として活用する、さらに別の利用の部分に関しては、有効活用できれ

ばそちらの目途として用途の変更関係等をかけていきたいと思っております。

以上です。

〇 そのほかありますか。遠藤 満議長

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第29号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第29号 土地の取得については、原案のとおり可決されました。

◎議案第１５号の質疑、討論、採決

〇 日程第10、議案第15号 令和３年度新地町一般会計補正予算（第８号）についてを遠藤 満議長

議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「



- 80 -

令和４年３月定例会

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第15号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第15号 令和３年度新地町一般会計補正予算（第８号）については、原案のと

おり可決されました。

◎議案第１６号の質疑、討論、採決

、 （ ）〇 日程第11 議案第16号 令和３年度新地町国民健康保険特別会計補正予算 第３号遠藤 満議長

についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第16号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第16号 令和３年度新地町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

は、原案のとおり可決されました。

◎議案第１７号の質疑、討論、採決

〇 日程第12、議案第17号 令和３年度新地町介護保険特別会計補正予算（第２号）に遠藤 満議長

ついてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長



- 81 -

令和４年３月定例会

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第17号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第17号 令和３年度新地町介護保険特別会計補正予算（第２号）については、

原案のとおり可決されました。

◎議案第１８号の質疑、討論、採決

〇 日程第13、議案第18号 令和３年度新地町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２遠藤 満議長

号）についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第18号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第18号 令和３年度新地町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい

ては、原案のとおり可決されました。

◎議案第１９号の質疑、討論、採決

〇 日程第14、議案第19号 令和３年度新地町公共下水道事業特別会計補正予算（第５遠藤 満議長

号）についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。
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〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第19号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第19号 令和３年度新地町公共下水道事業特別会計補正予算（第５号）につい

ては、原案のとおり可決されました。

◎議案第２０号の質疑、討論、採決

〇 日程第15、議案第20号 令和３年度新地町農業集落排水事業特別会計補正予算（第遠藤 満議長

３号）についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第20号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第20号 令和３年度新地町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）につ

いては、原案のとおり可決されました。

◎議案第２１号の質疑、討論、採決

〇 日程第16、議案第21号 令和３年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計補正予遠藤 満議長

算（第３号）についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「
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〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第21号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

、 （ ）したがって 議案第21号 令和３年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計補正予算 第３号

については、原案のとおり可決されました。

◎議案第３０号の質疑、討論、採決

〇 追加日程第４、議案第30号 令和３年度新地町一般会計補正予算（第９号）につい遠藤 満議長

てを議題とします。

これから質疑を行います。

10番、井上和文議員。

、 、〇 今回の追加日程 災害を受けて世帯３万円と職員の手当関係なのですけれども10番井上和文議員

実は今日午前中、方部衛生組合でも職員の手当の関係で4,000円の支給をするという中身がありま

した。いわゆるケア労働者、看護師とか保育士とか、そういった方々の手当を国が10分の10、９月

まで出しますということでやりなさいということで事務連絡も来ているようでございますけれど

も、新地も学童保育とか指導員とか保育所とかいろいろありますけれども、この辺についてどのよ

うに考えているのか。この辺の手当の関係で出すところと出さないところといろいろ凸凹があるや

に聞いておりますけれども、この辺の考え方をお聞かせください。

〇 泉田晴平総務課長。遠藤 満議長

〇 今井上議員がおっしゃられたのは看護関係あるいは保育関係、そ泉田晴平総務課長兼会計管理者

ういうところの職員に対して、これは官民問わずというようなことで国が措置をしているものかと

思います。ただ、町の職員の給与あるいは手当につきましては、大原則といたしまして国の人事院

勧告、あるいは実際町では県の人事委員会勧告、これに基づいて給与、手当等を決定しているとい

うところがありますので、今回もそのようなことの原則にのっとっての対応ということで考えてお

ります。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。遠藤 満議長

〇 ２月17日の事務連絡によれば、２月、あれでしたけれども、４月、令和４年度10番井上和文議員

になっても追加で受け付けますよということになっていますし、なおかつ公設公営の施設、事業所

において賃金改善についても取り組んでくれというようなことも出しておるようでございます。一

つは公務員給料表があるから、ある程度公務員はしっかり民間よりも高いからいいのだという考え
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、 、 、方はあるかもしれませんが 学童保育の指導員なんかはいわゆる手当ですから 本給ではないから

手当ですから、そういったことをやっぱり考えるべきなのではないか。なぜならば、やっぱりコロ

ナ問題で非常にそういったケア労働者、大変な状況に私はあるのだろうと思います。せっかく国が

、 、出す 10月以降も病院なんかでは診療報酬をやってまた考えますみたいな話もありましたけれども

そういった時代の流れになっているのではないかと思いますので、この辺について町長の基本的な

考え方も伺っておければと思います。

〇 大堀武町長。遠藤 満議長

〇 今井上議員が言われたとおり、今言われた方々についても会計年度任用職員という大堀 武町長

ことで公務員扱いということで対応しておりますので、そこだけというわけにはいかないので、同

じく我々と同レベルでと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第30号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第30号 令和３年度新地町一般会計補正予算（第９号）については、原案のと

おり可決されました。

◎議案第２２号～議案第２８号の委員長報告、質疑、討論、採決

〇 日程第17、議案第22号 令和４年度新地町一般会計予算について、日程第18、議案遠藤 満議長

第23号 令和４年度新地町国民健康保険特別会計予算について、日程第19、議案第24号 令和４年

度新地町介護保険特別会計予算について、日程第20、議案第25号 令和４年度新地町後期高齢者医

療特別会計予算について、日程第21、議案第26号 令和４年度新地町公共下水道事業特別会計予算

について、日程第22、議案第27号 令和４年度新地町農業集落排水事業特別会計予算について及び

日程第23、議案第28号 令和４年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計予算についての７件を

一括議題とします。

議案第22号から議案第28号までの令和４年度予算７件について予算審査特別委員会委員長に報告

を求めます。

水戸洋一予算審査特別委員会委員長。

〔水戸洋一予算審査特別委員会委員長登壇〕



- 85 -

令和４年３月定例会

〇 ご報告申し上げます。水戸洋一予算審査特別委員会委員長

令和４年３月22日

新地町議会議長 遠 藤 満 様

予算審査特別委員会委員長 水 戸 洋 一

令和４年度新地町一般会計及び特別会計予算審査報告書

議案第22号 令和４年度新地町一般会計予算について

議案第23号 令和４年度新地町国民健康保険特別会計予算について

議案第24号 令和４年度新地町介護保険特別会計予算について

議案第25号 令和４年度新地町後期高齢者医療特別会計予算について

議案第26号 令和４年度新地町公共下水道事業特別会計予算について

議案第27号 令和４年度新地町農業集落排水事業特別会計予算について

議案第28号 令和４年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計予算について

本特別委員会に付託された上記議案は、審査の結果、原案のとおり可決すべきものと決定したの

で、会議規則第77条の規定により報告します。

記

〇意見内容

令和４年度予算は、町の将来の展望と方向性を示す「第６次新地町総合計画」及び国の「第２期

復興・創生期間」２年目となる重要な予算であると共に、東日本大震災から11年が過ぎ、復興事業

の進捗等により、町本来の通常予算に戻りつつある中で、発電所等の税収によって不交付団体２年

目の予算となっている。

一般会計予算は、51億800万円で対前年度比７億4,500万円の減となっている。更に前年度からの

繰越明許は14件で４億9,182万円あり、執行すべき予算総額は、55億9,982万円である。

これまで復旧、復興を最優先に掲げて対応してきたところであるが、新地駅周辺整備事業により

整備された新たな公共施設を活用し交流人口の拡大を目指すと共に、各施設の適正な管理運営と、

将来の町づくりの創造及び迅速かつ適正な事業執行、行財政の円滑な運営を図り、新型コロナウイ

ルス感染症への対応や町民生活に寄り添った支援に努力されたい。

１ 令和４年度新地町一般会計予算について

歳入について

・新たな事業や制度の情報収集に努め、更なる財源の確保を図られたい。

歳出について

・職員の健康管理に十分努められたい。

・多くの町民が望んでいるスーパーマーケットの誘致やスマートアグリ事業を進め、賑わい

づくりなど新地駅周辺整備事業の目標達成に努力されたい。
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・町民に寄り添った公共交通の実現を早急に取り組まれたい。

・基幹産業の農・漁業振興を基本に、将来を見据えた取り組みをされたい。

２ 令和４年度新地町国民健康保険特別会計予算について

・予防医療の充実を図り、国保税の軽減に努められたい。

３ 令和４年度新地町介護保険特別会計予算及び令和４年度新地町後期高齢者医療特別会計予算に

ついて

・高齢者の状況を考慮して負担軽減を図られたい。

４ 令和４年度新地町公共下水道事業特別会計予算及び令和４年度新地町農業集落排水事業特別会

計予算について

・接続率の向上と既存施設の長寿命化につながる維持管理体制に努められたい。

５ 令和４年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計予算について

・特に意見を付する事項がない。

以上、報告いたします。

〇 予算審査特別委員会委員長の報告が終わりました。遠藤 満議長

これから委員長報告に対する質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

討論、採決は閣議案ごとに行います。

初めに、議案第22号 令和４年度新地町一般会計予算について討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第22号についてを採決します。

お諮りします。本案に対する委員長報告は原案のとおり可決すべきとするものであります。委員

長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第22号 令和４年度新地町一般会計予算については、原案のとおり可決されま

した。

次に、議案第23号 令和４年度新地町国民健康保険特別会計予算について討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第23号についてを採決します。

お諮りします。本案に対する委員長報告は原案のとおり可決すべきとするものであります。委員
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長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第23号 令和４年度新地町国民健康保険特別会計予算については、原案のとお

り可決されました。

次に、議案第24号 令和４年度新地町介護保険特別会計予算について討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第24号についてを採決します。

お諮りします。本案に対する委員長報告は原案のとおり可決すべきとするものであります。委員

長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第24号 令和４年度新地町介護保険特別会計予算については、原案のとおり可

決されました。

次に、議案第25号 令和４年度新地町後期高齢者医療特別会計予算について討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第25号についてを採決します。

お諮りします。本案に対する委員長報告は原案のとおり可決すべきとするものであります。委員

長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第25号 令和４年度新地町後期高齢者医療特別会計予算については、原案のと

おり可決されました。

次に、議案第26号 令和４年度新地町公共下水道事業特別会計予算について討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第26号についてを採決します。

お諮りします。本案に対する委員長報告は原案のとおり可決すべきとするものであります。委員

長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長
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したがって、議案第26号 令和４年度新地町公共下水道事業特別会計予算については、原案のと

おり可決されました。

次に、議案第27号 令和４年度新地町農業集落排水事業特別会計予算について討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第27号についてを採決します。

お諮りします。本案に対する委員長報告は原案のとおり可決すべきとするものであります。委員

長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第27号 令和４年度新地町農業集落排水事業特別会計予算については、原案の

とおり可決されました。

次に、議案第28号 令和４年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計予算について討論を行い

ます。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第28号についてを採決します。

お諮りします。本案に対する委員長報告は原案のとおり可決すべきとするものであります。委員

長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第28号 令和４年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計予算については、

原案のとおり可決されました。

◎議発第１号の上程、説明、質疑、討論、採決

〇 日程第24、議発第１号 ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議（案）に遠藤 満議長

ついてを議題とします。

提出者に説明を求めます。

６番、吉田博議員。

〔６番 吉田 博議員登壇〕

６番吉田 博議員〇

議発第１号

ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議（案）
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上記の議案を、別紙のとおり会議規則第14条第１項及び第２項の規定により提出します。

令和４年３月22日

新地町議会議長 遠 藤 満 様

提出者 新地町議会議員 吉 田 博

賛成者 新地町議会議員 八 巻 秀 行

〃 新地町議会議員 三 宅 信 幸

〃 新地町議会議員 寺 島 浩 文

〃 新地町議会議員 水 戸 洋 一

ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議（案）

去る２月24日、ロシアがウクライナに軍事侵攻し、隣国の主権と領土を武力で踏みにじる暴挙に

出た。これは国連憲章及び国際法に違反し、人道にも反する明らかな侵略であり、第２次世界大戦

後の国際社会の秩序への無謀な挑戦である。また、核の使用をほのめかし、世界を恫喝するなど言

語道断であり、断じて許すことができない。国際社会が連携し、この非道な侵略国に対して毅然と

した対応で臨んでいかなければならない。

よって、新地町議会は、ロシアによる前代未聞の暴挙に断固として抗議し、即時の攻撃停止と完

全撤退を求めるとともに、日本政府においては、在留邦人の安全確保に全力を尽くしながら、国際

社会と強く連携し、経済制裁措置を始めとする厳格な対応をとることを強く求める。

以上、決議する。

令和４年３月22日。新地町議会。

〇 提出者の説明が終わりました。遠藤 満議長

これから議発第１号の提出者に対する質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議発第１号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議発第１号 ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議（案）については、

原案のとおり可決されました。
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◎陳情審査委員長報告

〇 日程第25、陳情審査委員長報告を議題とします。遠藤 満議長

初めに、令和４年陳情第１号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書の提出を求

める陳情書について、審査結果の報告を求めます。

水戸洋一総務文教常任委員会委員長。

〔水戸洋一総務文教常任委員会委員長登壇〕

〇 報告申し上げます。水戸洋一総務文教常任委員会委員長

令和４年３月22日

新地町議会議長 遠 藤 満 様

総務文教常任委員会委員長 水 戸 洋 一

陳情審査報告書

本委員会は、令和４年３月４日に付託された陳情を審査した結果、次のとおり決定したので、会

議規則第94条及び第95条の規定により報告します。

記、受理番号、令和４年陳情第１号。件名、福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見

書の提出を求める陳情書。審査結果、採択であります。意見、意見書として関係機関に送付すべき

であります。

以上です。

〇 委員長の報告が終わりました。遠藤 満議長

これから委員長報告に対する質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから令和４年陳情第１号についてを採決します。

この陳情に対する委員長報告は採択です。

お諮りします。本件は委員長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、令和４年陳情第１号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書の提出

を求める陳情書については、委員長の報告のとおり採択とすることに決定しました。

、 、 。次に 令和３年陳情第６号 手話言語条例に関する陳情書について 審査結果の報告を求めます

八巻秀行産業厚生常任委員会委員長。
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〔八巻秀行産業厚生常任委員会委員長登壇〕

〇 ご報告申し上げます。八巻秀行産業厚生常任委員会委員長

令和４年３月22日

新地町議会議長 遠 藤 満 様

産業厚生常任委員会委員長 八 巻 秀 行

陳情審査報告書

本委員会は、令和３年９月３日に付託された陳情を審査した結果、次のとおり決定したので、会

議規則第94条及び第95条の規定により報告します。

記、受理番号、令和３年陳情第６号。件名、手話言語条例に関する陳情書。審査結果、採択。意

見、条例を制定する必要がある。

以上、報告いたします。

〇 委員長の報告が終わりました。遠藤 満議長

これから委員長報告に対する質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから令和３年陳情第６号についてを採決します。

この陳情に対する委員長報告は採択です。

お諮りします。本件は委員長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、令和３年陳情第６号 手話言語条例に関する陳情書については、委員長の報告のと

おり採択とすることに決定しました。

◎意見書案第１号の上程、説明、質疑、採決

〇 日程第26、意見書（案）についてを議題とします。遠藤 満議長

意見書（案）第１号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書の提出について、提

出者に説明を求めます。

水戸洋一総務文教常任委員会委員長。

〔水戸洋一総務文教常任委員会委員長登壇〕

水戸洋一総務文教常任委員会委員長〇
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意見書（案）第１号

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書の提出について

、 。地方自治法第99条の規定により 内閣総理大臣等に対する意見書を別紙のとおり提出いたします

令和４年３月22日提出

新地町議会議長 遠 藤 満 様

提出者 新地町議会議員 水 戸 洋 一

賛成者 新地町議会議員 吉 田 博

〃 新地町議会議員 菊 地 正 文

〃 新地町議会議員 齋 藤 充 明

〃 新地町議会議員 寺 島 博 文

意見書（案）第１号

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書（案）

福島県内の新型コロナ感染は一定の終息を見せているものの、製造業を中心に、海外サプライチ

ェーンの影響による部品・資材不足による休業、生産調整などを余儀なくされるなど、第六波が拡

大する中、県内の雇用と労働環境に及ぼす影響は未知数です。

一方で、福島県では、少子高齢化と人口の減少・流出が進み、震災当時と比較して生産年齢人口

は約20万人も減少し、人手不足を補うための外国人労働者数も増加傾向にあります。加えて、障が

い者雇用数も全国平均を上回り、パート労働者、契約社員・派遣社員などの非正規労働者は雇用全

体の約４割を占めるなど雇用形態の多様化も進んでいます。勤労意欲喚起による生産性向上と社会

の格差是正を目的とした、政府の同一労働同一賃金の趣旨を鑑みるとともに、コロナ感染の影響を

見据えたセーフティネットの強化策及び人口流出抑制策としても最低賃金引き上げと早期発効は喫

緊の政策でもあります。

つきましては 「賃金の経済政策」としての最低賃金引き上げの重要性を強く意識し、次の事項、

について強く要望します。

１、２、３、４は省略させていただきますので、ご一読ください。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

令和４年３月22日。提出先、内閣総理大臣、厚生労働大臣、福島労働局長宛て。福島県相馬郡新

地町議会議長、遠藤満。

以上であります。

〇 提出者の説明が終わりました。遠藤 満議長

これから意見書（案）第１号について、提出者に対する質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長
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これから意見書（案）第１号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、意見書（案）第１号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書の提出

については、原案のとおり可決されました。

◎閉会中の継続審査の申し出

〇 日程第27、閉会中の継続審査の申し出の件を議題とします。遠藤 満議長

産業厚生常任委員会委員長から、令和３年陳情第４号 小川田中地区内の農地については、会議

規則第75条の規定により、閉会中の継続審査の申出があります。

お諮りします。産業厚生常任委員会委員長の申出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異

議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、令和３年陳情第４号 小川田中地区内の農地については、産業厚生常任委員会委員

長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

◎閉会中の所管事務等調査の申し出

〇 日程第28、閉会中の所管事務等調査の申し出の件を議題とします。遠藤 満議長

各常任委員会及び議会運営委員会から、会議規則第75条の規定によって、お手元に配付いたしま

した申出書のとおり、閉会中の所管事務等の継続調査の申出があります。

お諮りします。各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることについてご異議あり

ませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。

◎町長の挨拶

〇 以上で、提案されました議案の全てが終了しました。遠藤 満議長

ここで町長に挨拶を求めます。

大堀武町長。

〔大堀 武町長登壇〕
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〇 令和４年度第２回新地町議会定例会の閉会に当たり、ご挨拶を申し上げます。大堀 武町長

議員の皆様には、年度末の何かとお忙しい中、そして新型コロナウイルス感染症が収束しない状

況の中、また３月16日深夜の地震災害という中での本定例会、誠にありがとうございました。慎重

にご審議の上、追加議案を含め上程いたしました全議案を議決を賜りまして、心から感謝を申し上

げます。

震災後のこれから、皆さん方の後片づけや、年度末、年度初めに向かって何かとご多忙の日が続

くかと思いますが、新型コロナウイルス感染症に注意されながら、健康にご留意され、議員活動に

ご精励いただきますよう心からお願い申し上げまして、定例会閉会に当たってのご挨拶といたしま

す。大変ありがとうございました。

◎教育総務課長の退職の挨拶

〇 ここで本年３月31日をもって退職されます目黒佳子教育総務課長にご挨拶をいただ遠藤 満議長

きたいと思います。

目黒佳子教育総務課長、お願いいたします。

〔目黒佳子教育総務課長登壇〕

〇 議員の皆様、３月定例議会、大変お疲れさまでございました。また、震災目黒佳子教育総務課長

の中での貴重なお時間にご挨拶の機会をいただきましたこと、誠にありがとうございます。このた

び、一身上の都合により３月31日をもって退職させていただくことになりましたので、一言御礼の

ご挨拶をさせていただきます。

私は、昭和56年に新地町役場に奉職し、最初は総務課に配属されました。平成28年度の１年間で

はございましたが、議会事務局にも配属され、当時は菊地正文議長、遠藤満副議長の下、議員の皆

様にご指導いただきながら また支えていただきながら務めさせていただきました 今日までの41年、 。

間、様々な仕事に携わり、様々な出会いがあり、様々な出来事がありました。いくら頑張っても思

うように事が運ばないことや挫折もありました。東日本大震災から10年がたとうとしていた昨年２

月に発生した福島県沖地震、当時は税務課長でしたが、申告受付業務をしながらの被害家屋調査や

罹災証明の受付発行業務には、県職員など多くの方々のご支援、ご協力をいただきながら、職員一

丸となり全力を尽くして業務に当たりました。昨年４月からは、教育総務課長として多くの学校施

設や社会教育施設の災害復旧工事にも当たり、一日も早い工事完了を目指し、職員と力を合わせ、

鋭意努力してまいりました。しかし、ここに来てまた震度６弱の地震に見舞われ、再び多くのイン

フラが被害を受けました。波瀾万丈の役場人生、最後の最後まで試練を与えられ、そう簡単には卒

業させてもらえないのだなと感じております。特に苦労が多かったこの１年でありましたが、最後

の年に駒ケ嶺公民館の新築工事、そして学校などの教育行政にも携わることができましたことは、

私の人生にとって大きな財産となり、すてきな思い出となりました。定年より１年早い退職となり
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ますが、私は新地町役場職員として最後まで責任と誇りを持って勤め上げたつもりでおります。こ

、 、 、れまで支えてくださいました議会議員の皆様をはじめ 多くの先輩方 同僚の皆様に格別のご指導

ご鞭撻を賜りましたことに対し、心より感謝申し上げます。

結びに、新地町の一日も早い復旧、復興、そして今後ますますのご発展と皆様のご健勝、ご活躍

をお祈り申し上げまして、簡単ではございますが、御礼のご挨拶といたします。長い間大変お世話

になりました。ありがとうございました （拍手）。

〇 ありがとうございました。遠藤 満議長

目黒佳子教育総務課長の今後のご活躍とご健勝、ご多幸をお祈り申し上げます。

◎閉会の宣告

〇 以上で本日の日程は全部終了しました。遠藤 満議長

閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。３月４日から本日までの19日間、慎重にご審議をい

ただき、全議案を議決し、無事閉会の運びとなりましたことに対し、厚く御礼を申し上げます。

令和４年度は、第６次新地町総合計画並びに第２期復興・創生期間の２年目になります。また、

３月16日に発生した福島県沖地震により、昨年に続き町内全域に大きな被害がありました。議会と

いたしましても、町と同一歩調を取りながら、震災復旧や新型コロナウイルス感染症対策、新たな

町づくりなど様々な施策に積極的に関与していかなければならないと考えておりますので、今後も

各位のご協力をお願いいたします。

以上で令和４年第２回新地町議会定例会を閉会といたします。

大変ご苦労さまでございました。

午後 ３時１７分 閉 会

令和４年３月定例会
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。

令和４年 月 日

議 長 遠 藤 満

署 名 議 員 菊 地 正 文

署 名 議 員 井 上 和 文

令和４年３月定例会
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